
硏
究

班

公
募
型
硏
究
班

グ
ロ
ー
バ
ル
�
す
る
思
想
・
宗
敎
の
重
層
�
接
觸
と
人
�

學
の
可
能
性

班
長

奧
山

直
司

初
年
度
は
班
員
閒
で
問
題
�
識
を
共
�
す
る
こ
と
に
努

め
︑
同
時
に
�
査
と
關
連
�
獻
の
收
集
を
行
っ
た
︒
二
年

目
は
共
�
テ
ー
マ
を
	
る
︑
各
班
員
の
關
心
に
沿
っ
た
硏

究
發
表
を
�
め
る
と
共
に
︑
そ
の
過
�
で
テ
ー
マ
と
し
て



か
び
上
が
っ
た
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
等
の

佛
敎
の
怨
潮
液
に
�
を
�
っ
た
公
開
�
演
會
・
發
表
會
を
︑

こ
の
分
野
に
お
け
る
內
外
の
代
表
�
な
硏
究
者
を
招
聘
し

て
開
催
し
た
︒
こ
う
し
た
こ
と
を
�
じ
て
︑
佛
敎
を
始
め

と
す
る
諸
宗
敎
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
を
複
數
�
�
の
接

觸
と
い
う
觀
點
か
ら
と
ら
え
直
す
こ
と
に
手
應
え
を
感
じ

て
い
る
︒

三
�
二
九
日

第
二
回
硏
究
會

加
瀨
澤
�
人
﹁
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
廣
が
り
：
生
命
の

智
か
ら
﹃
傳
瓜
﹄
醫
療
︑
そ
し
て
﹃
�

し
﹄
へ
﹂

奧
山
直
司
﹁
�
治
セ
イ
ロ
ン
留
學

生
﹂

五
�
二
一
日

第
三
回
硏
究
會

守
屋
友
江
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日

系
佛
敎
再
考
﹂

�
村
優
英
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
�
に
と
も

な
う
佛
敎
槪
念
の
應
用
︱
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
一
四
世
の
思
想
を
中
心
に
︱
﹂

六
�
二
五
日

第
四
回
硏
究
會

二
宮
�
子
﹁
南
ア
ジ
ア
イ
ス
ラ
ー
ム

硏
究
に
お
け
る
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム

論
超
克
の
試
み
﹂

�
本
龍
兒
﹁
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と

�
�
論
：
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
世
界

觀
﹂

七
�
二
三
日

公
開
�
演
會

阿
滿
利
�
﹁
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ

デ
ィ
ズ
ム
の
定
義
と
そ
の
課
題
﹂

(コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
泉
惠
機
氏

シ

ル
ヴ
ィ
オ
・
ヴ
ィ
ー
タ
氏

川
橋
範

子
氏
)

七
�
二
四
日

第
五
回
硏
究
會

山
下
!
司
﹁
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
傳
瓜
宗
敎
︱
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
敎
の
事
例
に
よ
せ
て
﹂

佐
�
#
信
﹁
�
�
論
と
狩
野
芳
崖
筆

﹃
悲
母
觀
$
圖
﹄﹂

一
〇
�
一
五
日

第
六
回
硏
究
會

金
泰
勳
﹁
%
民
地
&
鮮
に
お
け
る
宗

敎
政
策
の
'
入
と
宗
敎
�
領
域
の
再

(
成
﹂

稻
葉
穰
﹁
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
南
北

に
於
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
イ
ン
ド
宗

敎
の
接
觸
﹂

一
〇
�
一
六
日

｢グ
ロ
ー
バ
ル
�
の
時
代
に
お
け
る

﹁
社
會
參
加
佛
敎
﹂﹂

ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ

一
一
�
一
九
日

第
七
回
硏
究
會

舟
橋
永
太
﹁
イ
ン
ド
の
﹁
エ
ン
ゲ
イ

ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
﹂
︱
Ｂ
．Ｒ
．

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
佛
敎
改
宗
と
現

代
イ
ン
ド
の
佛
敎
-
動
︱
﹂

四
戶
潤
彌
﹁﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
法
事
案

を
め
ぐ
る
信
徒
の
世
界
と
非
信
徒
の

世
界
の
位
相
﹂
︱
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
論
爭

を
�
じ
て
み
た
敎
義
と
對
立
の
/
圖

︱
﹂

�
報
處
理
技
�
は
漢
字
�
獻
か
ら
ど
の
よ
う
な
�
報
を
抽

出
で
き
る
か
︱
人
�
�
報
學
の
基
礎
を
築
く

班
長

山
崎

直
樹

本
硏
究
課
題
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
0
報
處
理
技
1
︱
マ
ー

ク
ア
ッ
プ
言
語
に
よ
っ
て
/
2
�
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
處

理
︑
日
本
語
の
解
析
で
成
果
を
擧
げ
て
い
る
形
態
素
解

析
・
/
�
解
析
技
1
︑
n-gram
モ
デ
ル
に
よ
る
デ
ー
タ
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二
〇
一
一
年

一

�
よ
り

二
〇
一
一
年
十
二
�
ま
で



マ
イ
ニ
ン
グ
の
技
1
︑
テ
キ
ス
ト
閒
の
<
緣
性
を
�
べ
る

系
瓜
學
�
分
類
法
︑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
/
2
を
抽
出
し
︑
そ

の
/
2
を
可
視
�
す
る
技
1
︱
を
用
い
て
︑
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
漢
字
�
獻
の
解
析
を
試
み
る
豫
定
で
あ
る
︒

本
年
は
二
�
四
日
に
�
初
の
硏
究
會
を
開
催
し
︑
二
�

一
八
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
�
字
と
非
�
字
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
／
モ
デ
ル
を
使
っ
た
�
獻
硏
究
﹄
を
人
�
硏
で
開
催

し
た
︒
發
表
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
發
表
者
は
以
下
の
�
り
︒

・﹁
�
字
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
在
﹂岡

本

眞

(Ａ
Ｒ
Ｇ
)

・﹁
動
畫
の
テ
キ
ス
ト
處
理
﹂
安
岡
孝
一

(京
都
大
學
)

・﹁
寫
眞
の
檢
索
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
﹂

守
岡
知
彥
(京
都
大
學
)

・﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
か
ら
見
た
共
觀
福
$
書
閒
の

比
�
硏
究
﹂

三
宅
眞
紀

(大
阪
大
學
)

・﹁
衣
な
る
�
獻
閒
の
數
理
�
な
比
�
硏
究
を
ふ
り
D

る
﹂

師

茂
樹

(花
園
大
學
)

さ
ら
に
七
�
八
日
に
硏
究
會
を
開
催
し
︑
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
分
析
を
用
い
た
�
獻
解
析
の
可
能
性
を
議
論
し
た
︒
こ

の
議
論
を
九
�
三
〇
日
の
硏
究
會
で
さ
ら
に
突
き
詰
め
︑

一
一
�
一
九
日
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
﹃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
學

は
#
具
箱
﹄
を
人
�
硏
で
開
催
し
た
︒
�
師
と
發
表
テ
ー

マ
は
以
下
の
�
り
︒

・﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
析
の
#
具
を
理
解
し
よ
う
﹂

�
原
義
久

(兵
庫
縣
立
大
學
)

・﹁
大
規
模
社
會
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
事
例
と
展
F
﹂

湯
田
聽
夫

(Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
)

ま
た
︑
上
記
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
つ
一
一
�
四
日
の

硏
究
會
で
は
︑
メ
タ
デ
ー
タ
と
そ
の
處
理
に
關
す
る
議
論

を
お
こ
な
い
︑﹃
0
報
の
/
2
と
メ
タ
デ
ー
タ
﹄
と
題
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
二
〇
一
二
年
二
�
二
四
日
開
催
で
決

定
し
た
︒

生
命
知
創
成
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の


築

班
長

小
林

傳
司

生
物
學
硏
究
は
︑
一
九
七
〇
年
代
を
起
點
と
し
て
︑
實

驗
室
に
閉
じ
た
か
た
ち
で
營
ま
れ
て
い
た
自
然
哲
學
�
色

G
を
H
う
硏
究
か
ら
︑
醫
學
領
域
の
み
な
ら
ず
人
々
の
日

常
生
活
に
お
け
る
生
と
死
の
領
域
I
般
に
具
體
�
な
影
J

を
持
つ
生
命
科
學
へ
と
變
容
を
K
げ
た
︒
こ
の
よ
う
な
科

學
の
/
2
轉
奄
の
狀
況
に
お
い
て
︑
生
命
科
學
を
社
會
の

中
に
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
︑
社
會
の
視
點
を
加
味
し
た

怨
し
い
﹁
知
﹂
と
し
て
把
握
し
な
お
す
こ
と
が
必
M
で
あ

る
︒
本
硏
究
班
で
は
︑
こ
の
よ
う
な
社
會
�
視
野
と
見
識

を
備
え
た
生
命
の
科
學
に
關
す
る
怨
し
い
捉
え
方
を
﹁
生

命
知
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
︑
そ
の
創
出
の
た
め
に
︑
科
學

者
︑
社
會
學
者
︑
人
類
學
者
︑
哲
學
者
︑
歷
O
學
者
な
ど

が
共
同
で
檢
討
を
行
う
︒

本
年
度
は
︑
昨
年
度
に
引
き
續
き
︑
細
P
の
機
能
や
生

命
シ
ス
テ
ム
の
理
解
を
目
指
す
硏
究
分
野
を
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
︑
0
報
共
�
を
行
う
た
め
の
硏
究
會
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
た
︒

第
一
回
目
の
硏
究
會
で
は
︑
Q
傳
子
の
槪
念
と
そ
の
名

稱
の
變
�
に
つ
い
て
の
檢
討
を
行
い
︑
第
二
回
目
の
硏
究

會
で
は
︑
生
物
物
理
學
の
手
法
を
用
い
た
生
命
シ
ス
テ
ム

の
理
解
を
め
ざ
す
硏
究
を
取
り
上
げ
た
︒
一
一
�
に
行
っ

た
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
二
〇
世

紀
後
R
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
發
展
を
︑
ゲ
ス
ト
の
中

村
桂
子
氏
の
�
演
を
も
と
に
多
樣
な
分
野
の
參
加
者
と
と

も
に
檢
討
し
た
︒
現
在
︑
報
吿
册
子
を
作
成
中
で
あ
る
︒

九
�

八
日

第
一
回
硏
究
會

硏
究
報
吿
﹁
科
學
�
用
語
と
し
て
の

﹁
Q
傳
﹂・﹁
Q
傳
子
﹂
の
由
來
﹂

立
命
館
大
學

松
原

陽
子

一
一
�
一
六
日

人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー

特
別
セ
ミ

ナ
ー
﹁
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
R
世

紀
︱
歷
O
を
振
り
D
り
現
在
を
考
え

る
﹂
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
硏
究
館
館
長

中
村

桂
子

大
阪
大
學
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ

小
林

傳
司

京
大
人
�
硏

加
�

和
人

一
二
�

五
日

第
二
回
硏
究
會

硏
究
報
吿
﹁
細
P
の
お
し
あ
い
へ
し

あ
い
に
よ
る
生
物
の
形
づ
く
り
﹂

京
都
大
學
ⅰ
Ｃ
ｅ
Ｍ
Ｓ

杉
村

薰

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
代
思
想
と
政
治

班
長

市
田

良
彥

公
募
硏
究
班
Ａ
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
代
思
想
と
政
治
﹂
は
︑

市
田
良
彥
・
神
戶
大
學
國
際
�
�
硏
究
科
敎
X
を
班
長
と

し
︑
I
國
か
ら
計
二
〇
名
の
班
員
の
參
加
を
得
て
︑
二
〇

一
一
年
四
�
に
發
足
し
た
︒
Y
閒
は
二
〇
一
三
年
度
末
ま

で
の
三
年
閒
を
豫
定
し
て
い
る
︒
こ
の
硏
究
班
の
目
標
は
︑

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ポ
ス
ト
/
2
Z
義
と
も
呼
ば
れ
る
︑

一
九
六
〇
年
代
以
來
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
現
代
哲
學
・
思
想
を
︑
現
代
の
マ
ル
ク
ス
Z
義
︑

ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
Z
義
の
政
治
-
動
と
の
か
か
わ
り
で

批
[
�
に
再
檢
討
す
る
點
に
あ
る
︒
そ
の
際
︑
特
に
日
本

の
現
代
の
思
想
・
政
治
狀
況
と
の
衣
同
の
檢
討
に
も
留
�

東 方 學 報
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し
て
い
る
︒
こ
の
硏
究
班
で
は
四
�
以
來
︑
以
下
の
四
回

の
硏
究
會
・
�
演
會
を
組
織
し
た
︒
硏
究
班
の
問
題
設
定

を
︑
第
二
\
世
界
大
戰
か
ら
現
在
に
い
た
る
政
治
・
思
想

狀
況
の
變
動
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
︑
ど
の
よ
う
に
具
體

�
し
て
ゆ
く
か
が
焦
點
と
な
っ
て
い
る
︒

四
�

八
日

市
田
良
彥
﹁
問
題
設
定
︱
戰
後
政
治

の
な
か
の
哲
學
者
群
宴
﹂

各
班
員
の
自
己
紹
介
・
]
^

六
�
二
四
日

Journée
de
travail
R
ousseau-

R
aw
ls
:H
istoire,raison,founda-

tion
セ
リ
ー
ヌ
・
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
�
演

｢ル
ソ
ー
／
ロ
ー
ル
ズ
：
歷
O
・
理

性
・
創
設
﹂
お
よ
び
討
議

京
大
人
�
硏
(富
永
茂
樹
・
班
長
)

﹁
q
蒙
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
︱
一
七
九

三
年
の
硏
究
﹂
班
︑
北
海
#
大
學

(佐
�
淳
二
・
硏
究
代
表
者
)﹁
フ
ラ

ン
ス
q
蒙
思
想
に
お
け
る
︿
戰
爭
﹀

表
象
と
︑︿
s
和
﹀
表
象
の
t
括
�

硏
究
﹂
科
硏
硏
究
グ
ル
ー
プ
と
の
共

催

六
�
二
五
日

佐
�
淳
二
﹁﹃
レ
・
タ
ン
・
モ
デ
ル

ヌ
﹄
創
刊
直
後
の
政
治
�
布
置
︱
サ

ル
ト
ル
︑
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
︑
ア

ロ
ン
﹂

崎
山
政
毅
﹁﹃
プ
レ
ザ
ン
ス
・
ア
フ

リ
ケ
ー
ヌ
﹄
誌
と
そ
の
周
邊
﹂
(フ

ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
を
中
心
に
)

一
〇
�

八
日

小
泉
義
之
﹁︿
國
家
論
な
き
政
治
論
﹀

か
ら
ド
ゥ
ル
ー
ズ
／
ガ
タ
リ
へ
﹂

信
友
円
志
﹁
誰
が
經
帷
子
を
v
っ
た

の
か
︱
v
合
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の

事
0
﹂
(ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
︑
ラ
カ

ン
︑
ミ
レ
ー
ル
︑
ル
ク
レ
ー
ル
を
め

ぐ
っ
て
)

こ
の
ほ
か
︑
二
〇
一
一
年
五
�
一
四
日

(土
)
に
は
︑

市
田
良
彥
︑
小
泉
義
之
︑
王
寺
賢
太
の
班
員
の
參
加
を
得

て
︑
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
﹁
政
治
を
考
え
る
﹂
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
一
﹁
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
﹂
を
開
催
し
た
︒
二
〇

一
一
年
度
中
に
は
︑
さ
ら
に
二
回
の
硏
究
會
の
ほ
か
︑
二

〇
一
二
年
二
�
五
日

(日
)
に
︑
西
川
長
夫
﹃
パ
リ
五
�

革
命
私
論

始
ま
り
と
し
て
の
六
八
年
﹄
の
刊
行
を
記
念

し
て
︑
人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
日
本
か

ら
見
た
六
八
年
五
�
﹄
を
豫
定
し
て
い
る
︒

東
方
學
硏
究
部

西
陲
發
現
中
國
中
世
寫
本
硏
究

班
長

高
田

時
雄

一
九
世
紀
末
以
來
︑
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
さ
ら
に
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
各
地
の
Q
蹟
か
ら
數
多
く
の
寫
本
が
發
見
さ

れ
た
︒
し
か
し
︑
こ
れ
ら
の
寫
本
の
硏
究
は
︑
w
料
の
公

開
整
備
が
格
段
に
�
ん
だ
こ
と
︑
寫
本
硏
究
の
方
法
が
嚴

密
�
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
︑
<
年
I
く
怨
し
い
段
階
に

入
っ
た
と
言
え
る
︒
本
硏
究
班
で
は
︑
漢
�
寫
本
を
中
心

と
し
︑
歷
O
・
宗
敎
・
言
語
・
�
學
な
ど
樣
々
な
角
度
か

ら
檢
討
を
加
え
︑
西
陲
發
現
寫
本
の
總
合
�
な
硏
究
を
展

開
し
た
︒
な
お
�
x
年
度
の
報
吿
は
二
〇
一
二
年
三
�
に

﹃
敦
煌
寫
本
硏
究
年
報
﹄
(第
五
號
)
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
︒

中
國
中
世
寫
本
硏
究

班
長

高
田

時
雄

｢西
陲
﹂
班
の
-
營
y
び
成
果
刊
行
の
方
式
を
︑
基
本

�
に
す
べ
て
z
け
繼
ぎ
な
が
ら
︑
對
象
と
な
る
寫
本
の
範

圍
を
さ
ら
に
別
の
方
面
に
擴
大
す
る
こ
と
を
Z
眼
と
す
る
︒

擴
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
Z
と
し
て
日
本
國
內
の
寺
社
y
び

圖
書
館
︑
!
物
館
等
に
{
藏
さ
れ
る
日
本
古
寫
本
で
あ
る
︒

日
本
古
寫
本
の
重
M
性
は
こ
れ
ま
で
も
|
目
を
集
め
て
い

た
が
︑
<
年
の
�
査
に
よ
っ
て
怨
た
な
發
見
が
行
わ
れ
︑

そ
の
豐
富
な
內
容
が
�
ら
か
に
な
る
に
し
た
が
い
︑
中
國

の
學
界
で
も
日
本
古
寫
本
に
對
す
る
關
心
は
い
よ
い
よ
高

ま
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に
同
時
代
の
材
料
と
し
て
敦
煌
吐
魯

番
寫
本
と
日
本
古
寫
本
の
比
�
硏
究
は
︑
中
國
中
世
に
お

け
る
テ
キ
ス
ト
の
傳
播
と
變
�
を
考
察
す
る
上
で
重
M
な

視
點
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
る
︒
こ
れ
ら
日
本
國
內
に

傳
承
さ
れ
て
き
た
古
寫
本
を
取
り
上
げ
︑
よ
り
廣
い
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
硏
究
を
�
め
る
こ
と
に
よ
り
︑
怨

た
な
知
見
が
數
多
く
得
ら
れ
る
こ
と
が
Y
待
さ
れ
る
︒

本
年
四
�
以
影
︑
年
末
ま
で
に
班
員
に
よ
る
以
下
の
よ

う
な
報
吿
を
得
た
︒

四
�
一
一
日

高
田
時
雄
﹁
怨
出
李
滂
w
料
に
つ
い

て
﹂

四
�
二
五
日

山
口
正
晃
﹁
羽
五
三
︽
吳
安
君
分
家

契
︾
に
つ
い
て
︱
家
產
相
續
を
め
ぐ

る
一
つ
の
事
例
﹂

五
�

九
日

謁
尻
頴
宏
﹁
大
英
!
物
館
藏
甲
戌
年

四
�
沙
州
妻
鄧
慶
連
上
肅
州
僧
李
保

祐
狀
﹂

五
�
二
三
日

永
田
知
之
﹁
陳
寅
恪
論
y
敦
煌
�
獻

雜
記
︱
利
用
經
路
を
中
心
に
﹂

彙 報
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六
�

六
日

�
井
律
之
﹁
和
製
類
書
{
引
︽
說

苑
︾
小
考
﹂

六
�
二
〇
日

岩
本
篤
志
﹁
敦
煌
に
お
け
る
︽
占
雲

氣
書
︾﹂

七
�

四
日

池
田
巧
﹁
夏
譯
︽
論
語
I
解
︾
硏
究

之
�
展
﹂

八
�
二
九
日

夏
季
大
會

本
井
牧
子
﹁
敦
煌
寫
本
中
の
﹃
法
苑

珠
林
﹄
と
﹃
諸
經
M
集
﹄﹂

大
西
�
希
子
﹁
長
安
宮
廷
寫
經
の
敦

煌
傳
來
を
め
ぐ
る
一
考
察
﹂

郭
永
利
﹁
甘
肅
高
臺
出
土
�
件
�
凉
︑

�
秦
時
Y
�
喪
葬
�
書
﹂

�
佐
昇
﹁“
見
之
悲
傷
︑
念
之
在
心
”

︱
#
敎
の
唱
'
を
め
ぐ
っ
て
﹂

一
〇
�
二
四
日

高
井
龍
﹁
敦
煌
本
︽
M
園
因
由
記
︾

考
﹂

高
田
時
雄
﹁
怨
出
の
行
瑫
︽
內
典
隨

凾
$
駅
︾
に
關
す
る
小
|
﹂

一
一
�
一
四
日

山
本
孝
子
﹁
書
儀
の
�
y
と
利
用
︱

內
外
族
書
儀
と
家
書
の
關
係
を
中
心

に
﹂

岩
尾
一
O
﹁
敦
煌
�
書
紛
れ
�
み
問

題
小
考
﹂

一
二
�

五
日

中
村
�
香
﹁
現
行
本
︽
搜
神
記
︾
諸

本
テ
キ
ス
ト
と
埋
藏
�
獻
に
つ
い

て
﹂

荒
見
泰
O
﹁
敦
煌
の
喪
葬
儀
禮
と
唱

'
﹂

一
二
�
一
九
日

�
正
!
﹁
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土

�
代
法
典
�
獻
硏
究
の
現
在
﹂

玄
幸
子
﹁︽
閻
羅
王
X
記
經
︾
俄
藏

第
一
一
-
一
七
册
{
收
w
料
整
理
記

︱
免
罪
符
と
し
て
の
寫
經
w
料
﹂

漢
鯵
語
彙
辭
典
の
出
版

班
長

冨
谷

至

本
硏
究
班
は
︑﹁
漢
鯵
語
彙
辭
典
﹂
出
版
に
む
け
て
の

原
稿
作
り
を
す
す
め
て
お
り
︑
現
時
點
で
の
語
彙
數
は
四

五
〇
〇
字

(熟
語
を
含
む
)︒
二
〇
一
二
年
度
中
に
八
割

の
完
成
を
目
指
す
︒
二
〇
一
一
年
度
の
擔
當
者
は
以
下
の

�
り

(排
列
は
擔
當
順
)︒

吉
村
昌
之
︑
鷲
尾
祐
︑
大
川
俊
隆
︑
井
波
陵
一
︑
土
口

O
記
︑
陳
捷
︑
劉
欣
寧
︑
吉
川
佑
w
︑
�
井
律
之
︑
角
谷

常
子
︑
佐
�
�
郞
︑
鷹
取
祐
司
︑
森
谷
一
樹

�
代


敎
の
硏
究

班
長

麥
谷

邦
夫

本
硏
究
班
は
︑
�
代
に
�
述
さ
れ
た
#
敎
敎
理
書
︑
と

り
わ
け
佛
敎
敎
理
の
影
J
を
強
く
z
け
た
﹃
玄
珠
錄
﹄
等

の
解
讀
を
�
じ
て
︑
�
代
#
敎
の
敎
理
上
の
特
�
を
解
�

す
る
こ
と
を
目
�
と
し
て
組
織
さ
れ
た
︒
本
年
は
︑﹃
玄

珠
錄
﹄
お
よ
び
﹃
#
體
論
﹄
の
解
讀
を
完
了
し
︑
引
き
續

い
て
﹃
三
論
元
旨
﹄
の
解
讀
と
譯
|
の
作
成
に
着
手
し
た
︒

北
�
石
刻
�
料
の
硏
究

(Ⅱ
)

班
長

井
波

陵
一

一
�
一
七
日

齊
趙
郡
李
氏
碑

矢
木

毅

一
�
二
四
日

齊
趙
郡
李
氏
碑

矢
木

毅

一
�
三
一
日

齊
趙
郡
李
氏
碑

矢
木

毅

二
�

七
日

齊
趙
郡
李
氏
碑

矢
木

毅

二
�
一
四
日

齊
趙
郡
李
氏
碑

矢
木

毅

四
�
一
八
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

四
�
二
五
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

五
�

九
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

五
�
一
六
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

五
�
二
三
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

五
�
三
〇
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

六
�

六
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

六
�
二
〇
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

六
�
二
七
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

七
�

四
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

七
�
一
一
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

九
�
一
二
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

九
�
二
六
日

蘭
陵
忠
武
王
碑

池
田

恭
哉

一
〇
�
一
七
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
〇
�
二
四
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
〇
�
三
一
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
一
�
一
四
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
一
�
二
一
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
一
�
二
八
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
二
�

五
日

高
�
碑

宮
宅

�

一
二
�
一
二
日

高
湛
墓
誌

�
井

律
之

長
江
液
域
社
會
の
歷
�
景
觀

班
長

森

時
彥

本
硏
究
班
は
︑
中
國
の
中
樞
部
と
も
い
う
べ
き
長
江
液

域
社
會
が
如
何
に
形
成
さ
れ
︑
如
何
に
發
展
し
て
<
代
世

界
と
向
き
あ
う
よ
う
に
な
り
︑
そ
し
て
中
國
社
會
に
如
何

な
る
影
J
を
y
ぼ
し
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
樣
々
な
問
題

を
︑
人
�
學
�
︑
と
り
わ
け
歷
O
學
�
な
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
か
ら
多
角
�
に
解
�
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
︑
二

〇
〇
八
年
四
�
に
ス
タ
ー
ト
し
た
︒
當
初
は
三
年
計
畫
の

豫
定
だ
っ
た
が
︑
�
長
の
結
果
︑
四
年
目
の
本
年
度
が
�

x
年
度
と
な
っ
た
︒
今
年
度
は
特
に
︑
地
域
O
・
對
外
關

東 方 學 報
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係
O
・
共
產
黨
O
・
日
中
戰
爭
O
な
ど
︑
多
樣
な
視
角
か

ら
本
テ
ー
マ
へ
の
接
<
を
試
み
た
硏
究
報
吿
が
な
さ
れ
た

が
︑
こ
れ
は
本
硏
究
班
の
Z
旨
に
�
う
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
︒
今
後
は
報
吿
論
�
集
の
と
り
ま
と
め
に
I
力
を

あ
げ
た
い
︒

二
�

四
日

｢村
委
會
の
舊
簞
笥
の
中
か
ら
現
代

中
國
を
讀
む
︱
華
北
四
ヶ
村
の
檔
案

�
獻
に
つ
い
て
﹂

張

思

二
�
二
五
日

｢王
淸
穆
﹃
農
隱
廬
日
記
﹄
よ
り
見

た
民
國
�
Y
江
浙
紳
士
の
活
動
に
つ

い
て
・
二
﹂

小
野
寺
O
郞

五
�
二
七
日

｢一
九
三
〇
年
・
上
海
と
武
漢
︱
｢李

立
三
路
線
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹂

江
田

憲
治

六
�
一
○
日

｢%
民
地
と
移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

相
克
︱
辛
亥
革
命
Y
︑
廈
門
に
お
け

る
英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
移
民
募
集
事
業

を
中
心
に
﹂

村
上

衞

六
�
一
七
日

｢淸
&
に
よ
る
﹁
裏
付
け
｣︱
雲
南
南

部
國
境
畫
定
と
﹁
國
境
外
﹂
へ
の
承

¡
﹂

F
�

直
人

七
�

一
日

｢陳
炯
�
廣
東
瓜
治
Y
の
¢
村
社
會
﹂

宮
內

£

一
○
�

七
日

｢モ
ン
ゴ
ル
留
日
學
生
と
﹁
滿
洲

國
﹂﹂

田
中

剛

一
一
�
一
一
日

｢戰
時
中
の
重
慶
で
作
ら
れ
た
衣
色

な
國
防
映
畫
に
つ
い
て
﹂韓

燕
麗

一
一
�
二
五
日

｢長
江
液
域
敎
案
と
“
子
ど
も
殺

し
”﹂

蒲

豐
彥

一
二
�

九
日

｢韋
君
宜
と
中
共
湖
北
委
員
會
﹂

楠
原

俊
代

一
二
�
一
六
日

｢都
市
圖
か
ら
み
た
成
都
の
都
市
空

閒
︱
世
紀
轉
奄
Y
成
都
の
都
市
プ
ラ

ン
と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
﹂
小
島

泰
雄

東
ア
ジ
ア
古
典
�
獻
コ
ー
パ
ス
の
硏
究班

長

安
岡

孝
一

本
年
は
︑
三
�
に
豫
定
さ
れ
て
い
た
Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
二
〇
一

一
が
震
災
の
影
J
で
九
�
に
�
Y
さ
れ
た
た
め
︑
そ
れ
に

H
う
硏
究
發
表
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
つ
つ
︑
漢
�
コ
ー

パ
ス
の
デ
ー
タ
製
作
お
よ
び
品
詞
處
理
等
の
共
同
硏
究
を

お
こ
な
っ
た
︒
な
お
︑
本
硏
究
班
で
は
︑
參
加
者
I
員
が

�
獻
や
書
籍
を
見
な
が
ら
論
じ
合
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

取
っ
て
い
る
た
め
︑
特
定
の
發
表
者
等
は
記
さ
な
い
こ
と

に
す
る
︒

一
�
二
一
日

Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
二
〇
一
一
發
表
に
向
け
て

二
�

四
日

Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
二
〇
一
一
投
稿
原
稿
讀
み

合
わ
せ

四
�
一
五
日

科
學
硏
究
費
補
助
金
の
配
分
と
今
後

の
硏
究
計
畫
に
つ
い
て

五
�
二
〇
日

漢
�
大
系
Ｐ
Ｄ
Ｆ

Ｇ
ｉ
ｔ
の
怨
規
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
製
作

六
�

三
日

E
m
acs
F
or
M
ac
O
S
X

反
切
に
關
す
る
コ
ー
パ
ス
デ
ー
タ
檢

討

六
�
一
七
日

E
m
acs23
(C
ocoa
E
m
acs)
入
門

か
ら
中
詠
ま
で

(Ｉ
Ｍ
Ｅ
パ
ッ
チ
の

�
用
)

七
�

一
日

Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｈ
二
〇
一
一
投
稿
原
稿
再
讀

み
合
わ
せ

複
數
の
E
m
acs
¯
境
の
竝
立

上
海
�
物
館
藏
戰
國
竹
書
を
讀
む
︱
中
國
古
代
の
基
礎
�

料

班
長

淺
原

�
郞

引
き
續
き
上
海
!
物
館
藏
楚
鯵
に
と
り
く
ん
だ
︒
天
子

円
州
を
讀
み

(一
�
二
一
日
～
二
�
四
日
)︑﹃
上
海
!
物

館
藏
戰
國
楚
竹
書
﹄
第
六
册
を
讀
了
︒
二
�
一
一
日
に
は
︑

容
成
氏
の
配
列
に
つ
い
て
ま
と
め
た
︒
四
�
か
ら
は
︑
武

王
踐
阼

(四
�
一
五
日
～
五
�
二
〇
日
)︑
à
子
家
喪

(五
�
二
七
日
～
六
�
一
〇
日
)︑
君
人
者
何
必
安
哉

(六

�
一
七
日
～
七
�
一
日
)︑
凡
物
液
形

(七
�
八
日
一
一

�
四
日
)︑
吳
命

(一
一
�
十
一
日
～
一
二
�
九
日
)
と

讀
み
�
ん
で
︐
第
七
册
も
讀
了
し
た
︒

『曰
古
﹄
第
一
七
號

(四
�
一
日
)
を
發
行
し
︑
上
海

!
物
館
藏
楚
鯵
・
容
成
氏
の
讀
書
札
記
︑
容
成
氏
の
配
列

に
つ
い
て
の
槪
括
︑
お
よ
び
用
曰
の
配
列
修
正
案
を
揭
載

し
た
︒﹃
曰
古
﹄
第
一
八
號
は
遲
れ
て
︑
二
○
一
二
年
一

�
發
行
を
豫
定
し
て
い
る
︒

�
數
學
︱
中
國
科
學
と
占
�

班
長

武
田

時
昌

1
數
學
は
︑
自
然
科
學
の
諸
分
野
と
易
を
中
核
と
す
る

樣
々
な
占
1
と
が
複
合
�
に
絡
み
合
っ
た
中
國
に
特
�
の

學
問
分
野
で
あ
る
︒
東
ア
ジ
ア
世
界
の
科
學
�
�
を
/
2

�
に
把
握
し
︑
學
問
�
な
本
質
や
特
色
を
�
確
に
す
る
に

は
︑
<
代
科
學
の
先
驅
�
業
績
と
し
て
離
散
�
な
發
見
︑

發
�
を
時
系
列
に
竝
べ
て
顯
頴
す
る
だ
け
で
は
な
く
︑
當

時
の
科
學
知
識
が
い
か
な
る
役
割
を
擔
っ
て
い
た
か
を
分

析
�
に
考
察
す
る
必
M
が
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
硏
究
を
遲

滯
さ
せ
て
い
る
�
大
の
M
因
は
︑
1
數
學
が
ほ
と
ん
ど
未
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開
拓
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
︒
そ
こ

で
︑
1
數
學
を
總
合
�
に
硏
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
︒

硏
究
の
手
が
か
り
と
し
て
︑
<
年
出
土
し
た
鯵
帛
w
料

に
は
先
秦
か
ら
漢
代
に
至
る
科
學
や
占
1
に
關
す
る
論
說

が
滿
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
|
目
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
日
本

に
殘
存
し
た
﹃
五
行
大
義
﹄﹃
醫
心
方
﹄
や
陰
陽
#
w
料

に
も
︑
中
世
の
1
數
書
の
佚
�
が
多
數
引
用
さ
れ
て
お
り
︑

き
わ
め
て
�
益
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
の
讀
解
を
�
し
て
︑
1

數
學
の
I
體
宴
を
解
�
し
︑
理
論
/
2
の
特
色
を
探
る
︒

二
〇
一
一
年
度
は
︑
科
學
と
宗
敎
︑
宗
敎
の
境
界
領
域

に
わ
た
る
�
獻
を
會
讀
し
な
が
ら
︑
1
數
學
の
形
成
と
展

開
を
檢
討
す
る
讀
書
會
を
每
�
二
回
行
っ
た
︒
取
り
上
げ

た
テ
キ
ス
ト
は
︑
張
衡
﹃
靈
憲
﹄︑
¶
搏
﹃
醫
學
正
傳
﹄︑

方
以
智
﹃
物
理
小
識
﹄
y
び
﹃
鶡
冠
子
﹄
で
あ
る
︒
譯
|

擔
當
者
は
︑
�
原
あ
や
の
︑
熊
野
弘
子
︑
尾
鍋
智
子
︑
金

東
鎭
で
あ
る
︒
ま
た
︑
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
特
別
�
演

と
班
員
に
よ
る
硏
究
發
表
を
行
う
硏
究
集
會
を
每
�
一
回

開
催
し
た
︒
そ
こ
で
の
中
心
�
な
論
題
に
は
陰
陽
五
行
說

の
五
$
を
め
ぐ
る
考
察
を
取
り
上
げ
︑﹃
五
行
大
義
﹄
卷

三
︑
論
配
聲
$
や
敦
煌
﹃
宅
經
﹄
等
の
讀
解
を
�
し
て
︑

五
$
が
占
1
理
論
に
ど
の
よ
う
に
應
用
さ
れ
て
い
る
の
か

を
I
員
で
討
議
し
た
︒

な
お
︑
中
國
︑
韓
國
で
1
數
學
關
連
の
硏
究
を
推
�
し

て
い
る
硏
究
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
/
築
し
︑
國
際
共

同
硏
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
發
�
さ
せ
る
準
備
と
し
て
︑
本

年
八
�
に
は
韓
國
1
數
學
學
會
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

李
東
哲
敎
X
(龍
仁
大
學
)︑
I
勇
勳
准
敎
X
(ソ
ウ
ル

大
學
奎
違
閣
韓
國
學
硏
究
院
)
の
兩
氏
を
招
聘
し
︑
二
〇

一
二
年
に
開
催
豫
定
の
日
韓
1
數
學
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

打
ち
合
わ
せ
會
を
行
い
︑
同
時
に
特
別
�
演
會
を
開
催
し

た
︒
ま
た
︑
十
�
か
ら
三
ヶ
�
閒
︑
硏
究
{
の
客
員
敎
X

に
招
聘
し
た
陳
松
長
敎
X
(湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
副
{

長
)
に
出
土
鯵
帛
に
關
す
る
特
別
�
演
を
行
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
︑
中
國
古
代
占
1
を
テ
ー
マ
と
す
る
國
際
集
會

の
開
催
に
向
け
て
の
協
議
を
行
っ
た
︒

特
別
�
演
・
硏
究
發
表
の
演
題
と
發
表
者
は
︑
以
下
の

�
り
で
あ
る
︒

一
�

八
日

｢三
十
六
禽
小
考
﹂

淸
水

浩
子

｢﹁
敦
煌
秘
笈
﹂
中
の
具
|
曆
日
に
つ

い
て
﹂

岩
本

篤
志

四
�

九
日

｢五
$
の
數
理
�
考
察
﹂武

田

時
昌

五
�

七
日

｢西
洋
光
學
と
氣
の
思
想
﹂尾

鍋

智
子

六
�

四
日

｢蔡
邑
﹃
天
�
志
﹄
佚
�
に
見
ら
れ

る
渾
天
儀
の
/
2
﹂

小
澤

賢
二

七
�

二
日

｢﹃
訓
民
正
$
﹄
序
�
を
讀
む

(上
)﹂

à

宰
相

｢中
國
古
代
天
�
學
の
思
想
O
�
考

察
﹂

田
中

良
�

｢陰
陽
#
の
發
見
﹂

山
下

克
�

八
�

六
日

｢﹃
訓
民
正
$
﹄
序
�
を
讀
む

(中
)﹂

à

宰
相

｢一
九
世
紀
の
韓
國
に
渡
來
し
た
西

洋
占
星
1
に
つ
い
て
﹂
I

勇
勳

｢韓
國
に
お
け
る
1
數
學
硏
究
の
現

況
と
展
F
﹂

李

東
哲

一
〇
�

一
日

｢﹃
訓
民
正
$
﹄
序
�
を
讀
む

(下
)﹂

à

宰
相

一
一
�
一
五
日

｢&
鮮
の
祖
先
崇
拜
の
起
源
︱
高
句

麗
墳
墓
Q
跡
�
査
報
吿
﹂

ラ
プ
チ
ェ
フ
・
セ
ル
ゲ
イ

｢�
代
後
Y
の
﹁
宴
﹂
空
閒
に
關
す

る
一
考
察
︱
『金
瓶
梅
﹄
を
讀
み
解

く
﹂

上

な
つ
き

一
二
�

三
日

｢中
國
古
代
の
魂
魄
に
つ
い
て
︱
そ

の
槪
念
の
變
�
を
め
ぐ
っ
て
﹂

白

飛
雲

｢長
沙
馬
王
堆
1
數
類
帛
書
略
說
﹂

陳

松
長

な
お
︑
三
�
一
三
日
に
大
正
大
學
に
て
1
數
學
東
京

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
一
を
企
畫
し
た
が
︑
東
日
本
大

地
震
の
た
め
に
當
初
に
豫
定
し
た
大
規
模
な
硏
究
集
會
が

實
施
で
き
な
か
っ
た
が
︑
九
�
四
日
に
�
Y
し
て
開
催
し

た

(場
{
：
大
正
大
學

(巢
鴨
校
舍
)
一
號
館
第
二
會
議

室
)︒
そ
の
特
別
�
演
・
硏
究
發
表
の
演
題
と
發
表
者
は
︑

以
下
の
�
り
で
あ
る
︒

｢
液
轉
す
る
書
物
︱
小
島
寶
素
堂
始
末
﹂

多
田

伊
織

｢怪
衣
占
と
辟
¼
︱
中
國
中
世
鬼
神
觀
硏
究
の
視
點
か

ら
︱
﹂

佐
々
木

聰

｢馬
王
堆
出
土
醫
書
﹃
雜
療
方
﹄
の
復
元
試
案
例
﹂

宮
川

浩
也

｢日
書
の
科
學
知
識
︱
先
秦
方
1
か
ら
1
數
學
へ
﹂

武
田

時
昌

｢四
½
推
命
に
お
け
る
陰
陽
五
行
說
︱
實
踐
の
立
場
か

ら
﹂

¾
橋

優
希
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東
ア
ジ
ア
地
域
閒
�
涉
と
�
報

班
長

岩
井

茂
樹

十
六
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
は
社
會
經
濟
の
轉
形
Y
を
經
驗

し
た
︒
日
本
に
お
け
る
銀
の
增
產
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
嚆

矢
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
來
航
な
ど
が
そ
の
背
景
を
な

す
︒
利
益
の
Á
求
に
促
さ
れ
て
︑
人
々
は
海
洋
に
乘
り
出

し
て
Â
易
に
從
事
し
た
︒﹁
天
&
﹂
を
も
っ
て
自
¡
す
る

中
國
の
王
&
は
海
禁
と
&
貢
制
度
を
�
力
な
手
段
と
し
て

�
Â
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
︑
こ
の
中
國
中

心
の
秩
序
は
私
�
な
Â
易
の
擴
大
に
よ
っ
て
動
搖
す
る
こ

と
に
な
る
︒

こ
の
時
代
︑
外
か
ら
の
脅
威
に
對
處
す
る
と
い
う
觀
點

か
ら
︑
中
國
で
は
域
外
に
つ
い
て
の
知
識
へ
の
希
求
が
高

ま
り
︑
か
つ
て
な
い
精
度
と
0
報
量
を
も
つ
著
述
が
出
現

し
た
︒
一
五
五
〇
年
代
︑
蘇
州
出
身
の
à
若
曾
は
︑
倭
寇

防
衞
の
責
務
を
擔
っ
た
總
督
胡
宗
憲
の
幕
下
に
あ
っ
て
︑

0
報
の
收
集
と
戰
略
の
策
定
に
從
事
し
︑﹃
籌
海
圖
(
﹄

を
(
纂
し
た
︒
こ
の
共
同
硏
究
班
で
は
︑
à
若
曾
が
出
身

地
の
蘇
州
に
晚
年
を
過
ご
し
た
時
Y
に
︑
當
局
か
ら
の
M

Æ
に
も
と
づ
い
て
著
述
し
た
﹃
江
南
經
略
﹄
を
素
材
に
し

て
︑
戰
略
�
觀
點
か
ら
の
地
域
0
報
︑
武
器
や
¾
舶
の
技

1
︑
沙
洲
の
È
民
︑
水
上
居
民
︑﹁
倭
寇
﹂
や
盜
É
の
0

報
な
ど
の
傳
播
と
�
y
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
こ
の
作
業

を
つ
う
じ
て
︑
轉
形
Y
の
東
ア
ジ
ア
の
地
域
閒
Â
涉
の
特

質
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
Y
待
し
て
い
る
︒

二
〇
一
一
年
一
�
～
十
二
�
の
活
動
を
下
に
示
す
︒

一
�
一
一
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

海

防
～
御
將

加
�

雄
三

一
�
二
〇
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

攬

權

Ë
兵

養
兵

%
松

正

二
�

八
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

練

兵

矢
木

毅

二
�
二
二
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

設

險

分
合

賞
罰

小
野

�
也

五
�
三
一
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

兵

戒

岩
井

茂
樹

六
�
一
四
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

兵

器

加
�

雄
三

六
�
二
八
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

兵

器
・
續

加
�

雄
三

硏
究
報
吿
﹁
陽
�
學
Í
と
嘉
靖
初
年

の
政
治
︱
陽
�
學
の
政
治
倫
理
に
つ

い
て
︱
﹂

焦

堃

七
�

五
日

硏
究
報
吿
﹁
�
代
の
政
策
決
定
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
�
見
集
Ï
を
め
ぐ
っ

て
︱
廷
議
の
分
析
を
中
心
に
︱
﹂

城
地

孝

硏
究
報
吿
﹁
�
末
の
經
略
と
督
師
︱

督
撫
制
度
と
の
關
わ
り
か
ら
見
た

︱
﹂

�
原

�
穗

七
�
一
九
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

重

守
令

守
城

石
野

一
晴

一
〇
�
一
八
日

硏
究
報
吿
﹁
�
代
中
&
邊
境
に
お
け

る
補
給
戰
︱
�
&
軍
管
糧
官
か
ら
見

た
�
祿
の
役
﹂

長
谷
川
正
人

硏
究
報
吿
﹁
淸
入
關
�
�
對
日
¡

識
﹂

薛

�

一
一
�

一
日

硏
究
報
吿
﹁
十
八
世
紀
の
日
中
外
Â

に
お
け
る
﹁
日
本
國
王
｣︱
『漂
海
咨

�
﹄
{
收
外
Â
�
書
﹂

岩
井

茂
樹

一
一
�
二
九
日

硏
究
報
吿
﹁
十
八
世
紀
の
日
中
外
Â

に
お
け
る
﹁
日
本
國
王
﹂・
補
﹂

岩
井

茂
樹

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
兵
務
擧
M

土

寇

岩
井

茂
樹

一
二
�
一
三
日

會
讀
﹃
江
南
經
略
﹄
南
畿
總
論

備

留
都
六
議

蘇
松
常
鎭
總
論加

�

雄
三

眞
諦
三
藏
と
そ
の
時
代

班
長

¾
山

園

本
硏
究
班
は
�
x
年
度
と
し
て
下
記
の
活
動
を
行
い
︑

二
〇
一
一
年
三
�
に
x
了
し
た
︒

一
�
二
一
日

¾
山
園
﹁
眞
諦
﹃
仁
王
般
若
駅
﹄
佚

�

序
品
第
一
と
觀
空
品
第
二
の
再

檢
討
﹂

二
�

四
日

¾
山
園
﹁
眞
諦
﹃
仁
王
般
若
駅
﹄
佚

�
の
再
檢
討
﹂

二
�
一
八
日

室
寺
義
仁
﹁
眞
諦
に
よ
る
佛
敎
敎
義

理
解
の
一
側
面
﹂

三
�

四
日

池
田
將
則
﹁
眞
諦
と
﹁
攝
論
宗
﹂
に

つ
い
て
﹂

生
野
昌
範
﹁
�
了
論
と
廣
律
に
つ
い

て
﹂

三
�
一
八
日

石
井
公
成
﹁
眞
諦
關
連
�
獻
の
用
語

と
語
法
︱
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｍ
に
よ
る
比
�
分

析
︱
﹂

現
在
︑
本
硏
究
班
の
硏
究
報
吿
論
�
集
と
し
て
﹃
眞
諦

三
藏
硏
究
論
集
﹄
を
印
刷
中
で
あ
る
︒
二
〇
一
二
年
三
�
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刊
行
︒

地
域
�
す
る
佛
敎
︱
硏
究
の
視
點
と
可
能
性

班
長

¾
山

園

本
硏
究
班
は
東
ア
ジ
ア
の
歷
O
に
お
い
て
重
M
な
役
割

を
果
た
し
た
佛
敎
の
多
樣
な
事
象
を
﹁
地
域
﹂
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
讀
み
解
き
︑
硏
究
上
の
怨
た
な
視
點
を
模

索
し
よ
う
と
す
る
試
行
�
硏
究
班
で
あ
る
︒
二
年
閒
の
う

ち
︑
初
年
度
で
あ
る
本
年
は
ま
ず
︑
各
班
員
の
硏
究
報
吿

を
聞
き
︑
多
樣
な
領
域
の
硏
究
で
い
ま
何
が
問
題
と
さ
れ

て
い
る
か
を
理
解
し
︑
知
識
を
相
互
に
共
�
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
︒
具
體
�
に
は
以
下
の
報
吿
が
行
わ
れ
た
︒

四
�
一
五
日

¾
山
園
﹁
硏
究
班
﹁
地
域
�
す
る
佛

敎
│
硏
究
の
視
點
と
可
能
性
﹂
趣
旨

說
�
﹂﹁
(話
題
提
供
)
佛
敎
の
中
國

�
Sinification
of
B
uddhism
に

つ
い
て
﹂

五
�

六
日

村
田
澪
﹁
六
&
隋
�
Y
の
佛
典
書
寫

を
め
ぐ
る
思
想
�
考
察
﹂

¾
山
園
﹁
佛
典
漢
譯
か
ら
見
た
佛
敎

の
中
國
�
│
$
譯
を
中
心
に
﹂

五
�
二
〇
日

石
井
公
成
﹁
佛
・
法
・
僧
を
笑
い
樂

し
む
傳
瓜
︱
漢
譯
佛
敎
諸
國
に
お
け

る
佛
敎
非
Õ
�
の
諸
例
﹂

六
�

三
日

金
�
京
﹁﹃
法
沒
盡
經
﹄
に
見
え
る

イ
ン
ド
か
ら
中
國
へ
の
三
Õ
Í
Ö
說

に
つ
い
て
﹂

六
�
一
七
日

朱
岩
石
﹁
魏
晉
南
北
&
都
城
の
佛
敎

Q
跡
の
發
見
に
つ
い
て
﹂

麥
�
彪
﹁
佛
敎
マ
ン
ト
ラ
の
中
國
�

︱
�
庵
咒
に
お
け
る

varṅam
ālā

(サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
字
母
表
)
に

つ
い
て
﹂

七
�

一
日

岡
村
秀
典
﹁
中
國
初
Y
佛
敎
�
物
と

そ
の
源
液
に
つ
い
て
﹂

河
上
Ù
由
子
﹁
�
の
皇
Ú
の
z
菩
£

戒
︱
武
后
・
中
宗
・
睿
宗
&
を
中
心

に
︱
﹂

七
�
一
五
日

向
井
佑
介
﹁
佛
塔
の
中
國
�
變
容
﹂

七
�
二
九
日

熊
谷
Û
慈
﹁
ボ
ン
敎
に
お
け
る
佛
敎

思
想
の
z
容
﹂

な
お
九
�
か
ら
一
二
�
は
班
長
の
海
外
出
張

(プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
學
)
に
よ
り
硏
究
班
を
休
會
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
︑
二
〇
一
二
年
一
�
か
ら
硏
究
班
の
Ü
Ý
開
催

を
再
開
す
る
︒

中
國
古
鏡
の
硏
究

班
長

岡
村

秀
典

紀
年
鏡
銘
の
集
成
と
|
釋
を
作
成
し
た
ほ
か
︑
漢
・
三

國
・
西
晉
時
代
の
鏡
と
そ
の
關
連
�
物
に
か
ん
す
る
硏
究

發
表
を
お
こ
な
い
︑
三
�
を
も
っ
て
本
硏
究
班
は
x
了
し

た
︒
�
年
の
硏
究
成
果
は
﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
八
六
册

に
後
漢
鏡
と
三
國
西
晉
鏡
の
銘
�
に
か
ん
す
る
論
�
二
本

と
集
釋
二
本
を
揭
載
し
︑
二
〇
一
二
年
刊
行
豫
定
の
﹃
東

方
學
報
﹄
に
は
紀
年
鏡
の
集
釋
一
本
と
そ
の
關
連
論
�
三

本
を
投
稿
す
る
豫
定
で
あ
る
︒
ま
た
︑
共
同
硏
究
の
話
題

と
し
て
﹃
人
�
﹄
第
五
八
號
に
岡
村
﹁
古
鏡
硏
究
と
收
藏

家
た
ち
﹂
を
載
せ
た
︒
硏
究
會
の
會
讀
と
硏
究
發
表
は
以

下
の
と
お
り
︒

一
�
一
一
日

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

光
武

英
樹

一
�
一
八
日

敦
煌
に
お
け
る
西
晉
・
十
六
國
時
代

の
壁
畫
墓

郭

永
利

一
�
二
五
日

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

光
武

二
�

一
日

後
漢
華
西
鏡
群
の
硏
究

森
下

違
司

二
�

八
日

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

光
武

二
�
一
五
日

後
漢
鏡
に
お
け
る
淮
Í

原
田

三
壽

三
�

八
日

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

光
武

三
�
一
五
日

紀
年
鏡
銘
の
會
讀

光
武

三
�
二
二
日

漢
三
國
西
晉
紀
年
鏡
に
お
け
る
作
鏡

日
と
干
荏
記
述
の
變
�

光
武

三
�
二
九
日

紀
年
鏡
銘
の
ま
と
め

岡
村

東
ア
ジ
ア
初
�
佛
敎
寺
院
の
硏
究

班
長

岡
村

秀
典

東
方
�
�
硏
究
{
が
一
九
三
八
～
一
九
四
四
年
に
�
査

し
た
中
國
山
西
省
雲
岡
石
窟
に
つ
い
て
︑
京
都
大
學
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
畫
宴
公
開
を
目
�
に
︑
ガ
ラ
ス
乾

板
の
寫
眞
を
石
窟
ご
と
に
整
理
し
た
︒
あ
わ
せ
て
班
外
か

ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
ま
ね
い
て
�
演
會
を
實
施
し
た
︒

ま
た
︑
三
�
に
水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
I

一
六
卷
三
三
册
︑
一
二
�
に
同
﹃
龍
門
石
窟
﹄・﹃
J
堂
山

石
窟
﹄
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
京
都
大
學
學
1
0
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
に

公
開
し
た
︒
開
催
し
た
硏
究
會
は
以
下
の
と
お
り
︒

一
�
一
一
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中

永
一

一
�
二
五
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中

二
�

八
日

中
國
南
北
&
Y
の
佛
敎
供
養
者
宴

石
松

日
奈
子

(淸
泉
女
子
大
學
�
學
部
�
師
)

三
�

八
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中

三
�
二
二
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中
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四
�
一
二
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中

四
�
二
六
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中

五
�
一
〇
日

雲
岡
石
窟
第
五
洞

田
中

五
�
二
四
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

六
�
一
四
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

六
�
二
八
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

七
�
一
二
日

南
北
&
佛
寺
Q
址
考
古
學
硏
究

朱

岩
石

七
�
二
六
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

九
�
二
七
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

一
〇
�
一
一
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

一
〇
�
二
五
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

一
〇
�
一
一
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

一
一
�

八
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

一
一
�
二
二
日

雲
岡
石
窟
第
六
洞

田
中

現
代
中
國
�
�
の
深
層


�

班
長

石
川

禎
浩

二
〇
一
〇
年
四
�
に
發
足
し
た
共
同
硏
究
班
﹁
現
代
中

國
�
�
の
深
層
/
2
﹂
は
︑
百
花
繚
亂
の
如
く
見
え
る
現

代
中
國
�
�
が
內
t
し
て
い
る
歷
O
の
刻
印
や
記
憶
︑
そ

し
て
政
治
と
の
軋
轢
を
︑
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
今
日
に
到

る
お
よ
そ
一
〇
〇
年
を
對
象
に
︑
歷
O
學
�
手
法
に
よ
っ

て
解
�
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒
昨
年
度
に
引
き
續

き
共
同
硏
究
班
Ｂ
と
し
て
共
同
硏
究
班
員
を
公
募
し
た
本

硏
究
班
は
︑
Z
に
硏
究
報
吿
の
發
表
と
そ
れ
の
討
議
を
行

う
と
い
う
形
式
で
︑
一
～
一
二
�
に
以
下
の
日
�
で
一
三

回
に
わ
た
り
硏
究
活
動
を
行
っ
た
︒
な
お
︑
本
硏
究
班
は
︑

京
都
大
學
現
代
中
國
硏
究
據
點

(人
�
硏
附
屬
現
代
中
國

硏
究
セ
ン
タ
ー
)
の
硏
究
グ
ル
ー
プ
一
の
事
業
と
い
う
性

格
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
︒

一
�
二
一
日

謁
井
田
夕
起
子
﹁
戰
後
中
國
の
佛
敎

外
Â
︱
世
界
佛
敎
徒
會
議
を
め
ぐ
っ

て
﹂

二
�
一
八
日

田
邊
違
秀
﹁
民
國
初
Y
縣
知
事
á
理

司
法
制
度
に
お
け
る
﹁
[
決
﹂
と
上

訴
の
問
題
﹂

三
�

四
日

宮
原
佳
昭
﹁
一
九
三
〇
年
代
に
お
け

る
﹁
讀
經
﹂
-
動
と
湖
南
敎
育
界
﹂

四
�
二
二
日

石
川
禎
浩
﹁
中
國
<
現
代
O
硏
究
に

お
け
る
革
命
O
の
位
置
﹂

五
�
二
〇
日

瀨
戶
宏
﹁
戰
後
日
本
の
現
代
中
國
硏

究
と
現
代
中
國
學
會
﹂

六
�

三
日

吉
田
豐
子
﹁
第
二
\
世
界
大
戰
末
Y

國
民
政
府
の
對
ソ
政
策
：
ア
ル
タ
イ

事
件
か
ら
ウ
ォ
レ
ス
使
â
團
訪
中
の

�
後
ま
で
﹂

六
�
二
四
日

都
留
俊
太
郞
﹁
一
九
三
〇
年
代
�
R

の
臺
灣
島
內
に
お
け
る
政
治
-
動
と

對
外
膨
張
︱
臺
北
に
お
け
る
臺
灣
人

商
工
業
者
の
活
動
を
中
心
に
﹂

好
永
州
宏
﹁
汪
精
衞
和
s
工
作
に
お

け
る
梅
思
s
﹂

七
�

八
日

葉
倩
瑩
﹁
淸
末
中
國
に
お
け
る
﹁
借

材
衣
國
﹂
方
策
の
試
み
﹂

九
�
三
〇
日

袁
廣
泉
﹁
淸
末
以
影
民
國
Y
の
北
戴

河
海
濱
に
お
け
る
﹁
自
治
﹂
の
樣

相
﹂

一
〇
�
二
一
日

伊
丹
�
彥
﹁
一
九
二
九
年
の
中
東
鐵

#
事
件
�
後
に
お
け
る
“
中
ソ
友
好

論
”
と
そ
の
命
ã
﹂

久
保
佳
彥
﹁
國
民
革
命
軍
に
お
け
る

政
治
工
作
に
つ
い
て
﹂

一
一
�

四
日

瀧
田
豪
﹁
<
年
の
﹁
農
村
社
區
円

設
﹂
に
つ
い
て
﹂

一
一
�
一
八
日

田
中
剛
﹁
老
華
僑
と
怨
華
僑
の
あ
い

だ
：
元
﹁
蒙
疆
政
權
﹂
Í
Ö
學
生
か

ら
見
た
戰
後
日
本
の
中
國
人
留
日
學

生
﹂

一
二
�

二
日

｢<
代
中
國
と
冒
險
・
探
檢
﹂

高
嶋

航

南
ア
ジ
ア
北
邊
地
域
に
お
け
る
�
�
�
液
の
諸
相

班
長

稻
葉

穰

二
〇
一
一
年
は
︑
硏
究
班
の
テ
ー
マ
に
從
っ
た
硏
究
報

吿
と
︑
一
一
世
紀
に
ペ
ル
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
O
料
の
中

央
ア
ジ
ア
お
よ
び
南
ア
ジ
ア
に
關
す
る
記
述
の
會
讀
を
ä

せ
て
行
っ
た
︒
詳
細
は
以
下
の
�
り
︒

一
�
一
四
日

宮
本
亮
一

會
讀

Zayn
al-A
khbār

二
�
一
二
日

稻
葉
穰

硏
究
報
吿
﹁
悟
空

(車
奉

&
)
の
入
竺
路
に
つ
い
て
﹂

三
�
二
五
日

吉
田
豐

硏
究
報
吿
﹁
ソ
グ
ド
人
と

�
牧
民
﹂

四
�
二
二
日

二
宮
�
子

會
讀

Zayn
al-A
khbār

五
�
一
三
日

杉
山
�
樹

會
讀

Zayn
al-A
khbār

五
�
二
七
日

上
映
い
づ
み

硏
究
報
吿
﹁
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
佛
傳
圖
宴
の
考
察
︱
太
子

時
代
の
レ
ス
リ
ン
グ
を
中
心
に
︱
﹂

六
�
一
〇
日

杉
山
�
樹

會
讀

Zayn
al-A
khbār

六
�
二
四
日

二
宮
�
子

硏
究
報
吿
﹁
北
邊
地
域
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と
イ
ン
ド
の
接
點
Ⅱ
：
デ
リ
ー
・
サ

ル
タ
ナ
ト
�
R
Y
の
獨
立
勢
力
を
中

心
に
﹂

七
�

八
日

¾
山
園

硏
究
報
吿
﹁
隋
代
の
佛
敎

系
散
佚
書
﹃
耶
舍
傳
﹄
と
同
佚
�
よ

り
知
ら
れ
る
イ
ン
ド
關
連
の
記
載
に

つ
い
て
﹂

七
�
二
二
日

岩
尾
一
O

硏
究
報
吿
﹁
古
代
チ

ベ
ッ
ト
Ú
國
の
軍
事
制
度
再
考
﹂

九
�

九
日

岩
尾
一
O

�
査
報
吿
﹁
ミ
ー
ラ
ー

ン
・
敦
煌
�
査
記
﹂

稻
葉
穰

�
査
報
吿
﹁
シ
ュ
グ
ナ
ー

ン
・
パ
ミ
ー
ル
�
査
記
﹂

一
〇
�
一
四
日

川
本
正
知

硏
究
報
吿
﹁
チ
ャ
ガ
タ

イ
・
ハ
ン
國
︑
カ
ラ
ウ
ナ
ス
︑
イ
ン

ド
﹂

一
〇
�
二
一
日

二

宮

�

子

會

讀

Zayn
al-

A
khbār

一
一
�
一
一
日

杉

山

�
樹

會

讀

Zayn
al-

A
khbār

一
一
�
二
五
日

井
谷
鋼
2

硏
究
報
吿
﹁
ア
ー
デ
ィ

リ
ー
ヤ
妃
の
�
殺
︱
ル
ー
ム
・
セ
ル

ジ
ュ
ー
ク
&
と
ア
イ
ユ
ー
ブ
&
Â
涉

O
上
の
一
事
件
︱
﹂

一
二
�

九
日

稻
葉
穰

會
讀

Zayn
al-A
khbār

元
代
雜
劇
の
硏
究

班
長

金

�
京

本
年
度
は
﹃
元
刊
雜
劇
三
十
種
﹄
の
う
ち
︑﹁
鯁
直
張

千
替
殺
妻
﹂
を
�
讀
し
︑
校
勘
記
︑
|
釋
︑
�
譯
お
よ
び

語
彙
集
を
作
成
し
た
︒
ま
た
こ
れ
ま
で
に
�
讀
し
た
﹁
古

杭
怨
刊
關
目
�
本
李
太
白
貶
夜
郞
﹂
お
よ
び
﹁
怨
(
關
目

晉
�
公
火
燒
介
子
推
﹂
の
校
勘
︑
譯
|
原
稿
を
整
理
し
︑

解
題
と
語
句
索
引
を
付
し
て
︑﹃
元
刊
雜
劇
の
硏
究

(二
)

︱
貶
夜
郞
・
介
子
推
﹄
(汲
古
書
院

二
〇
一
一
年
五
�
)

と
し
て
刊
行
し
た
︒

人
�
學
硏
究
部

ト
ラ
ウ
マ
經
驗
と
記
憶
の
組
織
�
を
め
ぐ
る
領
域
橫
斷
�

硏
究
︱
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ま
で
︱

班
長

田
中

�
一

初
年
度
は
メ
ン
バ
ー
閒
で
基
本
�
な
問
題
を
共
�
す
る

こ
と
に
園
し
︑
あ
る
�
度
�
成
で
き
た
︒
こ
の
た
め
二
年

目
は
ト
ラ
ウ
マ
硏
究
で
目
覺
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る

硏
究
者
五
名
を
招
聘
し
︑
發
表
を
お
願
い
し
た
︒
ま
た
後

Y
で
は
若
手
硏
究
者
や
大
學
院
生
を
中
心
に
ハ
ー
マ
ン
の

﹃
心
�
外
傷
と
回
復
﹄
會
讀
を
企
畫
し
た
︒
い
く
つ
か
の

硏
究
發
表
を
�
じ
て
三
�
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
生
じ
た
多
大
な
被
ì
や
そ
の
後
の
心
�
外
傷
問
題

は
︑
本
硏
究
で
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
こ
と
を
¡
識
し
た
︒

二
�
一
四
日

�
薗
眞
代
﹁
野
蠻
な
過
去
と
ト
ラ
ウ

マ
：
一
九
五
〇
年
代
日
本
の
ア
サ
イ

ラ
ム
空
閒
に
お
け
る
︿
�
學
﹀
と

︿
政
治
﹀﹂

西
眞
如
﹁
不
確
か
な
生
：
エ
チ
オ
ピ

ア
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
不
一
致
カ
ッ
プ

ル
の
經
驗
﹂

四
�
一
一
日

田
中
�
一
﹁
昨
年
度
の
ト
ラ
ウ
マ
硏

活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
﹂

菅
原
和
孝
﹁
出
來
事
は
い
か
に
︿
い

ま
こ
こ
﹂
に
立
ち
現
わ
れ
る
か
：
狩

獵
í
集
民
グ
イ
の
談
話
分
析
か
ら
﹂

四
�
二
五
日

高
木
光
太
郞
﹁
證
言
を
﹁
聽
く
﹂
こ

と
と
そ
の
技
法
：
𠛬
事
事
件
に
お
け

る
搜
査
・
裁
[
を
事
例
と
し
て
﹂

濱
田
壽
美
男
﹁
人
が
﹁
過
去
の
出
來

事
﹂
を
語
る
と
い
う
と
き
︑
實
の
と

こ
ろ
︑
何
を
語
っ
て
い
る
の
か
：
裁

[
の
な
か
の
四
つ
の
語
り
か
ら
﹂

五
�

九
日

高
橋
正
實
﹁
元
特
攻
î
員
の
回
想
：

エ
リ
ク
ソ
ン
�
見
地
か
ら
の
分
析
﹂

L
ast
K
am
ikaze
の
上
映

五
�
三
〇
日

三
田
牧
﹁
あ
の
日
︑
あ
の
場
に
い
た
︑

あ
の
人
を
想
起
す
る
：
出
會
い
損
ね

て
き
た
﹁
他
者
﹂
と
の
對
話
を
求
め

て
﹂

小
田
!
志
﹁
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
﹁
和

解
﹂：
プ
ラ
ハ
の
事
例
を
�
し
て
﹂

六
�

六
日

宮
地
尙
子
﹁
¯
狀
島
モ
デ
ル
か
ら
み

え
て
く
る
こ
と
：
東
日
本
大
震
災
と

い
う
�
ã
﹂

『̄

狀
島=

ト
ラ
ウ
マ
の
地
政
學
﹄

書
ú
會
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
萩
原
卓

也

花
田
里
歐
子

石
井
美
保

六
�
二
〇
日

田
中
�
一
﹁
ト
ラ
ウ
マ
經
驗
と
イ
ン

ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
：
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー

カ
ー
の
ラ
イ
フ
・
ス
ト
ー
リ
ー
�
査

か
ら
﹂

岡
田
浩
樹
﹁
ト
ラ
ウ
マ
の
解
體
に
抗
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し
て
：
日
本
社
會
の
﹃
多
�
�
�
﹄

に
お
け
る
在
日
コ
リ
ア
ン
の
再
歸

性
﹂

七
�
一
一
日

渡
邊
�
﹁
藝
1
家
に
な
る
た
め
に
：

ラ
イ
フ
・
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
み
る
苦

惱
の
經
驗
﹂

田
邊
�
生
﹁
生
き
の
び
て
在
る
こ
と

の
了
解
不
能
性
：
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス

タ
ン
分
離
獨
立
時
の
暴
力
の
記
憶
と

日
常
生
活
﹂

一
〇
�
三
一
日

石
井
美
保
﹁﹁
語
ら
な
い
で
在
る
こ

と
﹂
と
︿
P-ness﹀
の
肯
定
：
フ
ェ

イ
ス
・
サ
ル
ベ
イ
シ
ョ
ン
敎
會
に
お

け
る
�
し
の
儀
式
に
み
る
女
性
信
者

の
苦
惱
と
救
濟
﹂

福
西
加
代
子

會
讀
﹃
心
�
外
傷
と

回
復
﹄
一
︑
二
違

一
一
�
一
四
日

小
池
郁
子
﹁
奴
隸
と
い
う
﹁
經

驗
﹂：
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の

ト
ラ
ウ
マ
と
オ
リ
シ
ャ
崇
拜
-
動
﹂

飯
塚
眞
弓

會
讀
﹃
心
�
外
傷
と
回

復
﹄
三
︑
四
違

一
二
�
一
九
日

窪
田
幸
子
﹁
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
歷
O
と

な
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
︱
先
È
民
の
經

驗
﹂

河
西
瑛
里
子

會
讀
﹃
心
�
外
傷
と

回
復
﹄
五
︑
六
違

移
民
の
�
代
�

班
長

水
野

直
樹

一
�

八
日

(報
吿
)
金
永
哲
﹁
&
鮮
人
滿
洲
農

業
移
民
政
策
の
衰
þ
過
�
︱
｢滿
洲

開
拓
政
策
基
本
M
綱
﹂
の
策
定

(一

九
三
九
年
)
か
ら
x
戰

(一
九
五
四

年
)
ま
で
︱
﹂

(報
吿
)
à
鍾
賢
﹁
%
民
地
時
Y

(一
九
一
〇
-一
九
四
一
)
京
都
Ú
國

大
學
の
&
鮮
人
留
學
生
硏
究
﹂

二
�
一
二
日

(報
吿
)
謁
本
悠
一
﹁
門
司=

釜
山

勞
働
共
濟
會
小
論
︱
海
峽
を
跨
ぐ

﹁
職
業
紹
介
﹂
團
體
と
そ
の
擔
い
手

た
ち
︱
﹂

(報
吿
)
安
岡
永
一
﹁
<
代
日
本
に

お
け
る
人
と
土
地
の
結
び
つ
き
︱
外

國
人
の
土
地
{
�
と
い
う
視
點
か
ら

︱
﹂

三
�
一
二
日

共
同
硏
究
の
ま
と
め
に
つ
い
て

日
本
の
�
學
理
論
・
藝
�
理
論

班
長

大
浦

康
介

本
硏
究
會
で
は
︑
三
�
一
四
日
に
準
備
會
を
開
い
た
あ

と
︑
四
�
か
ら
︑
お
も
に
�
治
以
影
の
Z
M
な
�
學
・
藝

1
理
論
關
係
の
�
獻
を
班
員
I
員
で
讀
み
︑
そ
れ
に
つ
い

て
討
論
す
る
と
い
う
形
式
で
硏
究
會
を
開
催
し
た
︒
內
容

は
以
下
の
と
お
り
︒

四
�
一
八
日

上
田
眞
﹃
日
本
の
�
學
理
論
│
海
外

の
視
點
か
ら
﹄
を
讀
む

(一
)
(岩

松
正
洋
擔
當
)

五
�

九
日

上
田
眞
﹃
日
本
の
�
學
理
論
│
海
外

の
視
點
か
ら
﹄
を
讀
む

(二
)
(岩

松
正
洋
擔
當
)

五
�
二
三
日

漱
石
の
﹃
�
學
論
﹄
を
め
ぐ
っ
て

(大
浦
康
介
擔
當
)

六
�

六
日

岡
崎
義
惠
﹃
�
藝
學
槪
論
﹄
を
讀
む

(一
)
(河
田
學
擔
當
)

六
�
二
〇
日

岡
崎
義
惠
﹃
�
藝
學
槪
論
﹄
を
讀
む

(二
)
(河
田
學
擔
當
)

七
�

四
日

｢筋
の
な
い
小
說
論
爭
﹂
を
め
ぐ
っ

て

(日
高
佳
紀
擔
當
)

九
�
一
九
日

竹
內
敏
雄
﹃
�
藝
學
序
說
﹄
を
讀
む

(一
)
(久
保
昭
!
擔
當
)

一
〇
�

三
日

竹
內
敏
雄
﹃
�
藝
學
序
說
﹄
を
讀
む

(二
)
(久
保
昭
!
擔
當
)

一
〇
�
一
七
日

小
西
甚
一
﹃
日
本
�
藝
O
│
別
卷

日
本
�

學
原
論
﹄
を
讀
む

(一
)

(重
田
み
ち
擔
當
)

一
一
�

七
日

小
西
甚
一
﹃
日
本
�
藝
O
│
別
卷

日
本
�

學
原
論
﹄
を
讀
む

(二
)

(重
田
み
ち
擔
當
)

一
一
�
二
一
日

野
家
q
一
﹃
物
語
の
哲
學
﹄
を
讀
む

(齊
�
涉
擔
當
)

一
二
�

五
日

鈴
木
貞
美
﹃
日
本
の
﹁
�
學
﹂
槪

念
﹄︑﹃﹁
日
本
�
學
﹂
の
成
立
﹄
を

讀
む

(大
浦
康
介
擔
當
)

一
二
�
一
八
日

『日
本
�
學
か
ら
の
批
ú
理
論
﹄
を

め
ぐ
る
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(ゲ
ス
ト
：
高
木
信
︑
木
村
�
子
︑

安
�
園
)

日
本
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る
差
衣
の
表
象班

長

竹
澤

泰
子

一
�

八
日

第
一
回
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｢日
系
／
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の

人
種
表
象
﹂

場
{
：
京
都
大
學
東
京
オ
フ
ィ
ス

Introduction
Y
asuko
T
akezaw
a

G
ary
O
kihiro
“A
sian/Japanese

A
m
ericans
and
the
U
.S.Social

F
orm
ation”

F
um
inori
M
inam
ikaw
a
“V
er-

nacularizing
R
acism
:Japanese

Im
m
igrants
and
the
Language

of
R
ace”

M
ichael
O
m
i
“T
he
U
nbearable

W
hiteness
of
B
eing
:
R
epre-

sentations
of
Japanese/A
sian

A
m
ericansin
C
ontem
porary
So-

ciologicalT
heory”

Sachiko
K
aw
akam
i
“Postcolo-

nial
N
ihonm
achi:
C
om
m
odify-

ing
R
acial
D
ifferences
in
the

A
ge
ofG
lobalization”

M
ari

M
atsuda

“Japanese

A
m
ericans
and
Progressive
Po-

litical
Identity
:
Intergenera-

tionalPortraits”

C
om
m
ents
:
E
iichiro
A
zum
a

and
M
asum
iIzum
i

一
�
一
〇
日

第
二
回

｢日
系
／
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の

人
種
表
象
﹂

會
場
：
人
�
科
學
硏
究
{

Introduction
Y
asuko
T
akezaw
a

M
ichaelO
m
i“C
olorblind
?
:T
he

C
ontradictions
of
R
acial
C
las-

sification”

C
om
m
ents
:M
ariM
atsuda

C
harles

Law
rence

“C
ritical

R
ace
R
econstructions
:
Japa-

nese/A
sian-A
m
erican

Inter-

ventions
(narratives)
in
the

B
lack-W
hite
B
inary
of
A
m
eri-

can
R
acialD
iscourse”

C
om
m
ents
:G
ary
O
kihiro
(C
o-

lum
bia
U
niversity)

一
�
二
二
日

第
三
回

｢人
�
學
と
ゲ
ノ
ム
硏
究
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
﹂
人
類
學
硏
究
Â
液

會
と
共
催

場
{
：
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
{

Introduction
K
azuto
K
ato

D
uana
F
ullw
iley
“B
etw
een
Po-

liticalE
quality
and
H
um
an
B
io-

logicalD
ifference
:Interpreting

A
frican
G
enetic
D
iversity
in

A
m
erican
G
enom
e
Science”

A
m
y
H
interberger
“B
iom
edical

G
enom
ics,Identity
and
N
ational

Politics”

Shirley
Sun
“E
xploring
the
Pur-

chases
and
Pitfalls
of
a
Pan-

A
sian
fram
ew
ork
in
H
um
an

G
enetics-Studies”

K
atsushi
T
okunaga
“G
enom
e

D
iversity
and
R
egional
D
iffer-

ences
in
D
isease
G
enes”

一
�
二
三
日

第
四
回

｢人
�
學
と
ゲ
ノ
ム
硏
究
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
﹂

場
{
：
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
{

M
ichael
M
ontoya
“B
eyond
the

critique
:
H
ow

understanding

genom
ic
racialization
can
im
-

provedisease
research”

H
iroki
O
ota
“H
ow
should
w
e

think
of“population”
in
popula-

tion
genetics?”

C
om
m
ent:T
roy
D
uster

二
�
一
九
日

第
五
回

場
{
：
人
�
科
學
硏
究
{

板
垣
龍
太
﹁
現
代
日
本
の
レ
イ
シ
ズ

ム
點
描
︱
&
鮮
學
校
へ
の
攻
擊
・
排

除
を
事
例
に
﹂

戶
邉
秀
�
﹁
沖
繩
硏
究
の
變
貌
と

﹁
沖
繩
人
﹂
と
い
う
問
題
/
成
の
現

在
︱
<
現
代
O
硏
究
者
の
視
點
か

ら
﹂

三
�
二
五
日

第
六
回

[
�
理
融
合
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈﹁
沖
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繩
人
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
﹂
人
類
學

硏
究
Â
液
會
と
共
催

場
{
：
沖
繩
縣
立
!
物
館

大
城
將
保

(沖
繩
國
際
大
學
)﹁
沖

繩
の
歷
O
│
s
和
・
自
立
・
共
生
へ

の
#
﹂

三
�
二
六
日

第
七
回

[
�
理
融
合
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈﹁
沖

繩
人
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
﹂

場
{
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
沖
繩

山
口

園

(慶
應
大
學
)﹁
石
垣
島

名
藏
地
區
の
長
Y
�
景
觀
O
硏
究
﹂

怨
里
貴
之

(鹿
兒
島
大
學
)﹁
貝
塚

時
代
後
Y
�
R
(彌
生
時
代
～
古
墳

時
代
竝
行
Y
)
の
�
�
と
社
會
﹂

土
肥
直
美

(元
瑛
球
大
學
)﹁
人
骨

形
質
か
ら
見
た
沖
繩
人
﹂

木
村
亮
介

(
瑛
球
大
學
)﹁
ゲ
ノ
ム

人
類
學
に
み
る
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
の
特

�
﹂

三
�
二
七
日

第
八
回

[
�
理
融
合
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈﹁
沖

繩
人
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
﹂

場
{
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
沖
繩

�
嵩

西

一

馬

(早
稻

田

大

學
)

﹁
T
he
O
kinaw
an
R
eality
Show
：

搖
れ
る
﹁
沖
繩
人
﹂︑
掠
れ
る
﹁
沖

繩
口
﹂﹂

成
田
龍
一

(日
本
女
子
大
學
)﹁
占

領
Y
日
本
に
お
け
る
﹁
混
血
﹂
表
象

を
め
ぐ
っ
て
﹂

高
み
か

(早
稻
田
大
學
)﹁
抵
抗
す

る
映
畫
︱
映
畫
の
中
の
沖
繩
表
象
﹂

六
�
一
八
日

第
九
回

關
口
�
(四
國
大
學
)﹁

世
紀
初

20

頭
の
社
會
福
祉
に
お
け
る
人
種
Z
義

と
部
落
問
題
﹂

コ
メ
ン
ト
：
金
仲
燮

(人
�
科
學
硏

究
{
／
慶
尙
大
學
)︑
�
譯
：
李
昇

燁
(佛
敎
大
學
)

タ
カ
シ
・
フ
ジ
タ
ニ

(同
志
社
大

學
)﹁
小
林
よ
し
の
り
漫
畫
に
描
か

れ
る
天
皇
・
%
民
地
Ú
國
・
レ
イ
シ

ズ

ム

(E
m
peror,
E
m
pire,
and

R
ace
in
K
obayashi
Y
oshinori̓s

M
anga
W
orld)﹂

コ
メ
ン
ト
：
成
田
龍
一

(日
本
女
子

大
學
)︑
北
原
惠

(大
阪
大
學
)

七
�

五
日

第
一
〇
回

海
外
學
會
發
表
：
國
際
人
類
學
民

族
學
連
合
大
會

セ
ッ
シ
ョ
ン

“C
hanging
R
epresentations
of

Indigenous
and
M
igrantG
roups

in
G
lobalizing
Japan
:
G
enes,

B
ones,and
C
ultures”

場
{
：
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
學

K
azum
a
M
aetakenishi(W
aseda

U
niversity)
“Save
A
s
H
istory
:

Jinruikan
Incident
in
O
kinaw
an

M
odernity”

N
oriko
Seguchi
(U
niversity
of

M
ontana)
“D
ifferences
in
the

Prevalence

of
T
uberculosis

M
ortality
A
m
ong
the
A
inu
and

theE
thnic
Japanese
during
the

E
arly

T
w
entieth

C
entury
:

Socio-E
conom
ic

andPolitical

StructuralInfluences”

Shunw
a

H
onda

((H
enry

Stew
art)
(O
pen
U
niversity
of

Japan)
“T
he
A
inu
of
Japan
in

the

Indigenous

M
ovem
ent:

International
and

D
om
estic-

A
spects”

M
asako
K
udo
(K
yoto
W
om
en̓
s

U
niversity)
“B
eing
the
M
uslim

“O
ther”
in
Japan
:T
he
E
xperi-

ences
of
PakistaniM
uslim
s
and

their
Japanese
W
ives”

Y
asuko
T
akezaw
a
(K
yoto
U
ni-

versity)
“T
he
Lesson
of
the

G
reat
K
obe
E
arthquake
and

C
hanging
R
epresentations
of

M
ulticultural
C
oexistence
in

Japan”

彙 報
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H
iroki
O
ota
(K
itasato
U
niver-

sity)
“H
ow
D
o
Physical
A
n-

thropologists
H
ave
C
om
m
itted

T
hem
selves
on
G
enom
e
M
edi-

cine?”

七
�
三
〇
日

第
一
一
回

合
宿
硏
究
會

場
{
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
び
わ
こ
ホ
テ
ル

南
川
�
里
︑
河
上
幸
子
︑
工
�
正
子
︑

日
下
涉
︑
竹
澤
泰
子
︑
岩
淵
功
一
︑

高
み
か
︑
�
嵩
西
一
馬
︑
｢混
血
﹂

に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

七
�
三
一
日

第
一
二
回

川
島
浩
s
︑
謁
野
園
︑
加
�
和
人
︑

齊
�
綾
子
︑
北
原
惠
︑
金
仲
燮
︑
關

口
�

｢科
學
と
社
會
﹂
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
︑
｢見
え
な
い
人
種
﹂
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
︑
I
體
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

一
〇
�
一
三
日

第
一
三
回

U
C
LA
と
合
同
Z
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

“Japanese

and

A
sian

A
m
ericans
:
R
acializations
and

T
heir
R
esistances”

場
{
:
U
niversity
of
C
alifornia,

Los
A
ngeles

Lane
R
yo
H
irabayashi(U
C
LA
)

W
elcom
e
speech

Y
asuko
T
akezaw
a
(K
yoto
U
ni-

versity)
Introduction

Part
I

G
ary
O
kihiro
(C
olum
bia
U
ni-

versity)

(co-authored

w
ith

D
anielV
alella)
“R
acialF
orm
a-

tion
in
the
R
epresentations
of

Japanese
in
E
arly
A
m
erican

C
inem
a”

F
um
inori
M
inam
ikaw
a
(R
itsu-

m
eikan
U
niversity)
“V
ernacu-

lar
R
epresentation
of
R
ace
and

the
M
aking
of
an
E
thno-racial

C
om
m
unityof
Japanese
in
Los

A
ngeles”

Y
uko
M
atsum
oto
(C
huo
U
ni-

versity)
“G
ender
and
R
acial

R
epresentation
:
the
Japanese

Im
m
igrant
C
om
m
unity
in
Los-

A
ngeles
before
W
orld
W
ar
II”

C
om
m
ents(V
alerieM
atsum
oto,

U
C
LA
)
&
D
iscussion

Part
II

Lon
K
urashige
(U
niversity
of

Southern
C
alifornia)
“R
ace
and

C
onflict
in
the
Study
of
Japa-

nese
A
m
ericans”

E
iichiro
A
zum
a
(U
niversity
of

Pennsylvania)
“T
he
M
aking
of

Japanese
R
acial
Identity
in

A
m
erica,and
W
hy
A
re
T
here

N
oIm
m
igrants

in

Postw
ar

Japanese
A
m
erican
H
istory
?”

K
aren
Ishizuka
(U
C
LA
)
“B
are-

foot
Journalists
and
the
M
aking

of
A
sian
A
m
erica,1969-1974”

C
om
m
ents

(Lane

R
yo

H
irabayashi,U
C
LA
)
&
D
iscus-

sion

一
〇
�
一
四
日

第
一
四
回

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
と
合
同
Z
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

“Japanese

and

A
sian

A
m
ericans
:
R
acializations
and

T
heir
R
esistances”

場
{
：
U
niversity
of
C
alifornia,

Los
A
ngeles

Part
III

M
ichael
O
m
i
(U
niversity
of

C
alifornia,B
erkeley)
“T
he
U
n-

bearable
W
hiteness
of
B
eing
:

R
epresentations
of
Japanese/

A
sian
A
m
ericansin
C
ontem
po-

rary
SociologicalT
hought”

W
esley
U
eunten
(San
F
ran-

cisco
State
U
niversity)
“T
he

N
akayoshi
G
roup
:
Post-W
ar

O
kinaw
an
Im
m
igrant
W
om
en

A
rticulation
of
O
kinaw
anIden-
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tity
in
A
m
erica”

Y
asuko
T
akezaw
a
(K
yoto
U
ni-

versity)
“Japanese
A
m
erican

A
rtists
W
ith
and
A
gainst
R
ep-

resentations
:A
n
A
nthropolog-

icalStudy”

D
uncan
W
illiam
s
(U
niversity

of
Southern
C
alifornia)“Japan/

A
m
erica
:
M
ixed
R
ace
H
istory

and
Prospects”

Sachiko
K
aw
akam
i(K
yoto
U
ni-

versity
of
F
oreign
Studies)

“W
hat
B
rings
K
orean
im
m
i-

grants
to
Japantow
n
?
:
C
om
-

m
odifying
R
acial
D
ifferences

inthe
A
ge
of
G
lobalization”

C
om
m
ents
(C
lem
ent
Lai,
C
ali-

forni
State
U
niversity,
N
orth-

ridge)
&
D
iscussion

一
一
�
一
九
日

第
一
五
回

合
宿
硏
究
會

場
{
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
び
わ
こ
ホ
テ
ル

川
島
浩
s
︑
關
口
�
︑
�
嵩
西
一
馬
︑

北
原
惠

｢見
え
な
い
人
種
﹂
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
︑
｢混
血
﹂
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

一
一
�
二
〇
日

第
一
六
回

加
�
和
人
︑
日
下
涉
︑
河
上
幸
子
︑

南
川
�
里
︑
竹
澤
泰
子

｢科
學
と
社
會
﹂
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
︑
總
合
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

一
二
�

三
日

第
一
七
回

金
仲
燮

(慶
尙
大
學
校
)
“T
he

H
yongpyongsa
:
T
he
A
bolition

ofSocialD
iscrim
ination
against

Paekjong”

松
本
ま
す
み

(敬
和
學
園
大
學
)

﹁︿
見
え
な
い
人
種
﹀
と
中
國
國
民
瓜

合
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
│
﹃
中
華
大
家

庭
﹄
表
象
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
﹂

一
二
�

四
日

第
一
八
回

石
井
美
保

(京
都
大
學
)﹁﹁
不
淨
﹂

か
ら
﹁
野
生
の
Õ
﹂
へ
︱
南
イ
ン
ド

の
ブ
ー
タ
祭
祀
に
お
け
る
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
︑
憑
依
︑
¯
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
﹂

大
濱
郁
子

(
瑛
球
大
學
)﹁
牡
丹
社

事
件
﹂
に
み
る
人
種
表
象
﹂

�
代
古
都
硏
究

班
長

高
木

!
志

一
�
二
二
日

報
吿
：
岩
城
卓
二
﹁
城
下
町
尼
崎
と

士
族
の
一
九
世
紀
﹂

丸
山
宏
﹁
﹁
三
都
論
﹂
と
﹁
三
府
論
﹂﹂

三
�
一
二
日

報
吿
：
黑
岩
康
!
﹁﹁
南
都
﹂・﹁
古

京
﹂・﹁
s
城
京
｣
︱
宮
址
保
存
と
奈

良
︱
﹂

福
家
崇
洋
﹁
一
九
五
〇
年
代
京
都
に

お
け
る
高
山
市
政
の
一
斷
面
﹂

四
�
一
六
日

報
吿
：
高
久
嶺
之
介
﹁
�
治
Y
京
都

を
訪
れ
た
外
國
人
皇
族
た
ち
︱
ロ
シ

ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
暹
羅

(シ
ャ

ム
)
の
皇
族
た
ち
︱
﹂

�
原
學
﹁
露
H
・
(荷
風
・
)潤
一
郞

の
東
京
論
﹂

五
�
二
八
日

報
吿
：
中
嶋
â
子
﹁
京
都
に
お
け
る

風
致
地
區
指
定
の
經
雲
と
重
層
す
る

�
圖
を
め
ぐ
っ
て
︱
關
與
し
た
人
物

か
ら
の
檢
討
と
接
續
す
る
事
項
と
の

關
係
︱
﹂

中
川
理
﹁
技
1
者
・
町
組
織
な
ど
多

樣
な
觀
點
か
ら
捉
え
る
京
都
の
都
市

改
2
﹂

六
�
一
八
日

報
吿
：
淸
水
重
敦
﹁
社
寺
円
築
の
2

營
か
ら
み
た
<
代
京
都
︱
創
円
神
社

を
中
心
に
︱
﹂

河
西
秀
哉
﹁
大
正
・
昭
和
Y
に
お
け

る
京
都
御
{
・
御
苑
﹂

七
�
二
三
日

報
吿
：
谷
川
穰
﹁
�
治
Y
京
都
に
お

け
る
佛
敎
を
め
ぐ
る
諸
相
﹂

田
中
智
子
﹁
<
代
日
本
﹁
敎
育
據

點
﹂
配
置
を
め
ぐ
る
�
部
省
と
府
縣

︱
高
等
中
學
校
設
置
問
題
の
基
礎
�

考
察
︱
﹂

高
木
!
志
﹁
歷
O
都
市
と
修
學
旅
行

︱
一
九
一
〇
年
代
の
奈
良
女
子
高
等

師
範
學
校
の
事
例
︱
﹂
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第
一
 
世
界
大
戰
の
總
合
�
硏
究

班
長

山
室

信
一

岡
田

曉
生

本
年
は
一
五
回
の
硏
究
會
を
開
催
し
た
︒
�
常
の
報
吿

が
七
回
︒
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
と
大
戰
と
い
う
問
題
に
力
點

が
置
か
れ
た
︒
\
に
二
〇
一
〇
年
か
ら
始
め
た
小
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
二
回
︒
こ
こ
で
は
︑
こ
れ
ま
で
の
硏
究
成
果
を

踏
ま
え
た
上
で
︑
硏
究
班
の
怨
た
な
展
開
を
探
る
試
み
が

な
さ
れ
た
︒
�
後
に
︑
本
年
の
活
動
を
特
�
づ
け
る
も
の

と
し
て
合
ú
會
が
擧
げ
ら
れ
る
︒
こ
れ
は
︑
シ
リ
ー
ズ

﹁
レ
ク
チ
ャ
ー

第
一
\
世
界
大
戰
を
考
え
る
﹂
(人
�
書

院
)
が
︑
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
六
册

出
版
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
こ
の
合

ú
會
は
公
開
と
し
︑
硏
究
成
果
の
社
會
%
元
に
も
努
め
た
︒

一
�

八
日

松
沼
美
穗
：
一
九
一
七
年
春
の
フ
ラ

ン
ス
軍
兵
士
の
﹁
反
亂
﹂

一
�
二
四
日

板
橋
拓
己
：
ド
イ
ツ
︑
中
歐
︑
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
瓜
合
│
結
â
點
と
し
て
の
第

一
\
世
界
大
戰

二
�
一
二
日

小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

小
關
隆
・
�
原

辰
O
：﹁
未
完
の
戰
爭
﹂
と
し
て
の

第
一
\
世
界
大
戰

(パ
ネ
ラ
ー

津

田
!
司
)

四
�

九
日

鈴
木
董
：
第
一
\
世
界
大
戰
�
夜
ま

で
の
オ
ス
マ
ン
Ú
國
│
Ú
國
・
政
治

社
會
・
國
際
關
係

四
�
二
三
日

合
ú
會

�
原
辰
O
﹃
カ
ブ
ラ
の
冬
﹄

を
め
ぐ
っ
て

(ú
者
'
部
伸
)

五
�
一
六
日

立
木
康
介
：
戰
爭
神
經
症
と
表
象
の

x
焉

五
�
三
〇
日

合
ú
會

岡
田
曉
生
﹃﹁
ク
ラ
シ
ッ
ク

$
樂
﹂
は
い
つ
x
わ
っ
た
の
か
？
﹄

を
め
ぐ
っ
て

(ú
者
片
山
杜
秀
)

六
�
一
一
日

合
ú
會

山
室
信
一
﹃
複
合
戰
爭
と

總
力
戰
の
斷
層
﹄
を
め
ぐ
っ
て

(ú
者
小
島
亮
︑
小
野
寺
O
郞
)

七
�
一
一
日

奈
良
岡
聰
智
：
外
Â
指
'
者
と
し
て

の
加
�
高
�
︱
二
十
一
ヵ
條
M
求
問

題
を
中
心
と
し
て

九
�
二
四
日

合
ú
會

河
本
眞
理
﹃
}
�
す
る
形

態
﹄
を
め
ぐ
っ
て

(ú
者
高
階
繪

里
加
)

一
〇
�

八
日

合
ú
會

久
保
昭
!
﹃
表
象
の
傷
﹄

を
め
ぐ
っ
て

(ú
者
塚
原
O
)

一
一
�

五
日

小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

王
寺
賢
太
：﹁
西

洋
の
沒
落
？
│
思
想
O
の
な
か
の
第

一
\
世
界
大
戰

(パ
ネ
ラ
ー

田
邊

�
生
︑
池
田
浩
士
︑
森
本
淳
生
)

一
一
�
一
二
日

合
ú
會

小
關
隆
﹃
�
兵
制
と
良
心

�
兵
役
拒
否
│
イ
ギ
リ
ス
の
第
一
\

世
界
大
戰
經
驗
﹄
(ú
者
後
�
春
美
︑

草
光
俊
雄
)

一
一
�
二
八
日

小
野
寺
O
郞
：
第
一
\
世
界
大
戰
中

の
中
國
人
勞
働
者
硏
究
の
現
在

一
二
�
一
〇
日

早
瀨
晉
三
：
マ
ン
ダ
ラ
國
家
か
ら
國

民
國
家
へ
︱
東
南
ア
ジ
ア
O
の
な
か

の
第
一
\
世
界
大
戰

王
權
と
儀
禮

班
長

�
井

正
人

王
權
と
儀
禮
と
の
關
係
を
古
代
イ
ン
ド
の
王
權
儀
禮
を

中
心
に
硏
究
す
る
こ
と
を
目
�
と
し
た
本
共
同
硏
究
は
︑

二
〇
一
一
年
三
�
で
x
了
し
た
︒
ヴ
ェ
ー
ダ
�
獻
を
基
礎

w
料
に
し
た
が
︑
イ
ン
ド
學
の
諸
分
野
の
ほ
か
︑
言
語
學
︑

歷
O
學
︑
考
古
學
︑
美
1
O
︑
人
類
學
な
ど
の
複
數
の
視

點
か
ら
w
料
を
分
析
す
る
と
と
も
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
時
代

と
地
域
に
お
け
る
王
權
と
儀
禮
に
關
わ
る
問
題
を
比
�
硏

究
の
對
象
と
し
た
︒
硏
究
成
果
と
し
て
︑
ヴ
ェ
ー
ダ
王
卽

位
式
關
係
w
料
の
う
ち
未
譯
の
も
の
二
種
に
關
し
て
︑
校

訂
原
典
と
英
譯
に
詳
細
な
解
說
と
索
引
を
付
し
た
英
�
の

硏
究
書
の
出
版
を
準
備
し
て
い
る
︒

一
�
一
四
日

(會
讀
三
四

[再
讀
一
〇
])

V
adhula-Srautasutra
一
〇
︑
三
︑

二
九
-七

小
林

正
人

一
�
二
八
日

(會
讀
三
五
)

V
adhula-Srautasutra
一
〇
︑
一

四
︑
四
六
-七
六

大
島

智
靖

三
�

四
日

(會
讀
三
六
[再
讀
一
一
])

V
adhula-Srautasutra
一
〇
︑
四
︑

一
-三
二

堂
山
英
\
郞

灌
頂
と
卽
位
の
�
�
�

班
長

�
井

正
人

本
共
同
硏
究

(二
〇
一
一
・
四
-二
〇
一
四
・
三
)
は
︑

共
同
硏
究
﹁
王
權
と
儀
禮
﹂
(二
〇
〇
五
・
四
-
二
〇
一

一
・
三
)
を
�
展
さ
せ
る
た
め
︑
テ
ー
マ
を
怨
た
に
し
て

發
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
︒
�
共
同
硏
究
で
は
王
權
と
そ

れ
に
關
わ
る
儀
禮
I
般
を
對
象
と
し
て
き
た
が
︑
こ
の
共

同
硏
究
で
は
︑
古
代
イ
ン
ド
な
ど
に
お
い
て
卽
位
や
入
門

の
儀
禮
で
中
心
�
な
行
爲
と
な
っ
て
い
る
﹁
灌
頂
﹂
に
焦

點
を
あ
て
︑
そ
の
行
爲
の
基
本
形
態
︑
類
型
︑
變
�
︑
傳

播
︑
衣
�
�
と
の
混
Â
な
ど
に
關
し
て
︑
�
�
O
�
ア
プ
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ロ
ー
チ
か
ら
硏
究
す
る
︒
廣
範
圍
の
地
域
と
時
代
に
わ
た

る
�
�
事
象
と
し
て
︑
古
代
イ
ン
ド
の
︑
王
卽
位
式
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
な
祭
式
に
現
れ
る
﹁
灌
頂
﹂
か
ら
︑

イ
ン
ド
︑
中
國
︑
日
本
の
佛
敎
の
入
門
入
信
儀
禮
に
お
け

る
﹁
灌
頂
﹂︑
さ
ら
に
は
︑
天
皇
の
卽
位
儀
禮
し
て
の

﹁
灌
頂
﹂
な
ど
が
硏
究
の
對
象
と
な
り
う
る
︒

硏
究
方
法
と
し
て
は
︑
各
種
事
例
の
比
�
硏
究
を
�
め

る
と
と
も
に
︑
他
分
野
の
硏
究
者
に
^
擔
を
か
け
な
い
形

で
�
獻
w
料
の
基
礎
硏
究
を
も
行
な
う
︒
具
體
�
に
は
︑

課
題
に
關
す
る
硏
究
報
吿
を
集
中
�
に
行
な
う
﹁
硏
究
集

會
﹂
と
︑
古
代
イ
ン
ド
の
王
卽
位
式
に
關
す
る
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
w
料
の
校
訂
と
譯
|
を
行
な
う
﹁
會
讀
﹂
と
い
う

二
種
の
硏
究
會
を
︑
切
り
離
し
た
形
で
開
催
し
て
硏
究
を

�
め
る
豫
定
で
あ
る
︒

四
�

一
日

(會
讀
)
V
adhula-Srautasutra

一
〇
︑
一
五
︑
一
-三
七梶

原
三
惠
子

一
二
�

九
日

(會
讀
)
T
aittiriya-B
rahm
ana

一
︑
七
︑
三
︑
一
-四

橫
地
優
子

古
典
の
な
か
の
ア
ジ
ア
�

班
長

籠
谷

直
人

三
�

古
典
の
な
か
の
ア
ジ
ア
O

硏
究
報
吿

名
古

屋
大
學
出
版
會
よ
り
刊
行
す
る
こ
と
が
決
定

色


書
の
言
語
を
め
ぐ
る
�
"
�
�
硏
究

班
長

橫
山

俊
夫

安
定
社
會
が
閉
塞
せ
ず
︑
�
に
し
て
�
な
る
狀
態
に
赴

く
か
ど
う
か
は
︑
そ
の
社
會
を
/
成
す
る
諸
M
素
を
�
切

に
Â
わ
り
續
け
さ
せ
る
媒
介
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
る
︒

と
り
わ
け
問
わ
れ
る
の
は
︑
言
語
が
は
た
す
媒
介
機
能
で

あ
る
︒
こ
の
硏
究
で
は
︑
一
七
世
紀
末
か
ら
の
安
定
Y
の

京
︑
大
謁
に
榮
え
た
丸
腰
の
閉
,
空
閒
で
あ
る
�
里
を
︑

�
�
�
の
M
素
を
は
ら
む
安
定
社
會
の
い
わ
ば
小
規
模
實

驗
例
と
見
立
て
︑
そ
こ
で
の
言
語
の
虛
實
柔
剛
�
.
を
觀

察
︑
そ
の
は
た
ら
き
の
人
類
O
�
價
値
に
つ
い
て
考
え
る
︒

w
料
と
し
て
︑
酉
水
庵
無
底
居
士
の
﹃
難
波
鉦
﹄

(大

謁
︑
一
六
八
〇
)
を
Ë
び
︑
そ
こ
に
記
さ
れ
た
言
語
の
諸

相
を
�
�
�
と
の
か
か
わ
り
で
檢
討
す
る
︒
そ
の
こ
と
に

よ
り
︑
當
班
の
舊
組
織
﹁
�
�
と
言
語
﹂
班
が
試
み
た
同

書
の
校
訂
試
譯
を
修
補
す
る
と
と
も
に
︑
未
校
部
分
を
加

え
︑
獨
自
の
�
味
づ
け
を
持
た
せ
た
一
0
を
(
も
う
と
し

て
い
る
︒
三
年
目
は
︑
傾
城
や
大
盡
よ
り
も
︑
媒
介
と
し

て
の
働
き
が
Y
待
さ
れ
る
人
び
と
の
言
語
に
|
目
す
る
機

會
が
增
え
た
︒
な
お
︑﹃
難
波
鉦
﹄
輪
讀
以
外
の
硏
究
報

吿
で
は
︑
各
班
員
が
屬
し
て
い
る
多
樣
な
現
代
學
1
分
野

で
の
特
殊
な
言
語
1
慣
の
�
�
O
�
批
ú
を
提
起
し
た
︒

ま
た
︑
本
年
は
上
記
﹁
�
�
と
言
語
﹂
班
の
報
吿
書
の

�
x
入
稿
に
向
け
て
︑
當
硏
究
班
の
成
果
も
と
り
�
む
か

た
ち
で
︑
共
同
(
集
作
業
を
K
行
し
た
︒
そ
の
結
果
︑

﹃
こ
と
ば
の
力
︱
あ
ら
た
な
�
�
を
求
め
て
︱
﹄
が
︑
s

成
二
三
年
度
末
に
︑
人
�
科
學
硏
究
{
な
ら
び
に
京
都
大

學
學
1
出
版
會
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

班
員
：
岩
城
卓
二
︑
菊
地

曉
︑
古
2
隆
一
︑
武
田
時

昌
︑
田
中
祐
理
子

(以
上
︑
{
內
)
梶

茂
樹
︑
木
村
大

治
︑
鹽
瀨
隆
之
︑
I
容
範
︑
田
邊
�
生
︑
松
田
�
彥
︑

山
極
壽
一

(以
上
︑
學
內
)
上
村
多
惠
子

(日
本
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
)︑
3
�
頴

(立
命
館
大
)︑
後
�
靜

夫

(京
都
市
立
藝
1
大
)︑
齋
�
淸
�
(
�
筆
業
)︑
廣
瀨

千
紗
子

(同
志
社
女
子
大
)︑
深
澤
一
幸

(大
阪
大
)

一
�
一
七
日

加
�
和
人
論
�
﹁
パ
ー
ソ
ナ
ル
ゲ
ノ

ム
時
代
の
人
閒
を
語
る
言
葉
﹂
を
め

ぐ
る
座
談
會

擔
當
：
加
�
︑
木
村
︑
齋
�
︑
田
邊
︑

松
田
︑
橫
山

一
�
二
二
日

｢﹃
難
波
鉦
﹄︿
品
定

君
川
﹀︿
初
髻

ま
ん
太
夫
﹀﹂

古
2

｢韓
國
民
族
藝
1
祝
祭
瞥
見
︱
民
俗

藝
能
の
保
存
活
用
を
め
ぐ
る
日
韓
比

�
﹂

菊
地

二
�
二
六
日

｢ユ
ネ
ス
コ
無
形
�
�
Q
產
に
な
る

と
い
う
こ
と
︱
奧
能
登
ア
エ
ノ
コ
ト

の
二
一
世
紀
﹂

菊
地

｢ゲ
ノ
ム
解
析
と
怨
豫
防
醫
學
︱
長

濱
市
で
の
試
み
﹂

松
田

三
�
一
九
日

｢﹃
難
波
鉦
﹄︿
戀
手
引

あ
げ
や
﹀﹂

橫
山

｢今
西
自
然
學
に
お
け
る
地
圖
と
言

語
﹂

齋
�

五
�

七
日

｢展
示
見
學
・
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
展
﹂

(國
立
民
族
學
!
物
館
)

五
�
一
四
日

｢�
演
・
中
國
古
代
の
都
市
・
國

家
・
靑
銅
器
｣
小
南
一
郞
氏

(泉

屋
!
古
館
)

五
�
一
八
日

｢鼎
談
・
梅
棹
�
�
學
を
め
ぐ
っ
て
｣

や
な
ぎ
み
わ
氏
︑
山
極
︑
橫
山
︑
ほ

か
に
怨
潮
社
﹃
考
え
る
人
﹄
(
集
部

よ
り
河
野
�
和
氏
︑
辛
島
美
奈
氏

(同
誌
夏
號
揭
載
)

五
�
二
八
日

｢﹃
大
興
安
嶺
探
檢
﹄
と
マ
ル
秘
﹃
�

彙 報
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査
î
報
吿
書
﹄﹂

齋
�

｢廓
の
言
葉
﹂

廣
瀨

六
�
一
一
日

｢﹃
難
波
鉦
﹄︿
回
�

む
ら
さ
き
﹀﹂

深
澤

｢梅
棹
時
代
の
社
會
人
類
學
共
同
硏

究
班
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
錄
$
テ
ー

プ
﹂

菊
地

六
�
一
八
日

｢﹃
難
波
鉦
﹄︿
雲
井
�

Ö
手
﹀﹂後

�

｢報
吿
書
﹃
�
�
�
と
言
語
力

(假

題
)﹄
序
�
案
﹂

橫
山

七
�

九
日

｢�
演
・
色
#
手
引
き
を
讀
む
︱

﹃
難
波
鉦
﹄｣
橫
山

(人
�
硏
ア
カ

デ
ミ
ー
夏
Y
�
座
)

八
～
一
〇
�

上
記
報
吿
書
(
集
の
た
め
︑
各
違
の

�
體
推
敲
は
︑
執
筆
者
と
橫
山
が
そ

れ
ぞ
れ
數
\
に
わ
た
り
共
同
︒
座
談

會
記
錄
(
集
は
松
田
︑
橫
山
が
擔
當
︒

ま
た
書
籍
�
I
般
に
つ
い
て
は
京
都

大
學
1
出
版
會
(
集
部
︑
鈴
木
哲
也

氏
︑
福
島
祐
子
氏
︑
當
方
は
菊
地
︑

橫
山
が
擔
當
︒

(お
も
な
推
敲
作
業
は
︑
八
�

加

�
︑
木
村
︑
齋
�
︑
田
邊
︑
松
田
︑

山

極
︑
後

�
︑
倉

島

哲
︑
九

�

3
�
︑
深
澤
︑
一
〇
�

後
�
︑
廣

瀨
︑
齋
�
︑
倉
島
︑
菊
地
︑
一
一
�

加
�
)

一
〇
�
一
五
日

｢﹃
こ
と
ば
の
力
︱
あ
ら
た
な
�
�
を

求
め
て
﹄
出
版
準
備
共
同
作
業
拾

Q
﹂

橫
山

｢橫
山
報
吿
ú
・
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
硏
究
の
立
場
か
ら
﹂

木
村

一
二
�
一
九
日

｢�
演
・
�
樂
に
お
け
る
義
太
夫
â

の
傳
承
と
稀
曲
﹂

後
�

｢�
演
・﹃
播
州
皿
屋
6
﹄
の
成
立
と

上
演
O
﹂

神
津
武
男
氏

｢演
奏
・
播
州
皿
屋
6

靑
山
館
の

段
﹂
豐
竹
嶋
大
夫
氏
︑
鶴
澤
團
七
氏

(京
都
府
立
�
�
藝
1
會
館
)

一
二
�
二
五
日

｢『難
波
鉦
﹄︿
諸
手
繩

は
つ
し

ま
﹀﹂

橫
山

｢﹃
難
波
鉦
﹄
校
訂
譯
本
出
版
に
つ
い

て
﹂

廣
瀨

#
蒙
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
・
Ⅰ
︱
一
七
九
三
年
の
硏
究

班
長

富
永

茂
樹

本
硏
究
班
で
は
二
〇
一
一
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
Y
︑

と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
恐
怖
政
治
Y
の
テ
ク
ス
ト
の
會
讀
を

�
め
る
と
と
も
に
︑
硏
究
報
吿
︑
�
演
會
︑
合
ú
會
を
實

施
し
た
︒
そ
の
內
容
お
よ
び
擔
當
者
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
︒一

�

七
日

會
讀
：
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
共
和
國

の
政
治
狀
況
に
つ
い
て
﹂
①

(王
寺

賢
太
)

一
�
二
一
日

會
讀
：
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
共
和
國

の
政
治
狀
況
に
つ
い
て
﹂
②

(王

寺
)

二
�

四
日

會
讀
：
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
共
和
國

の
政
治
狀
況
に
つ
い
て
﹂
③

(谷
田

利
�
・
橋
本
周
子
・
�
井
俊
之
)

二
�
一
八
日

會
讀
：
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
共
和
國

の
政
治
狀
況
に
つ
い
て
﹂
④

(上
野

大
樹
)

三
�

四
日

會
讀
：
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
共
和
國

の
政
治
狀
況
に
つ
い
て
﹂
⑤

(阪
本

尙
�
)

四
�
一
五
日

硏
究
報
吿
：﹁︽
恐
怖
︾
の
は
じ
ま

り
﹂
(富
永
茂
樹
)

四
�
二
二
日

公
開
�
演
會
：
M
ontesquieu
et
la

crise
du
droit
naturelm
oderne.

L̓
exégèse
straussienne.(C
éline

Spector)

四
�
二
九
日

合
ú
會
：﹁
富
永
茂
樹
﹃
ト
ク
ヴ
ィ

ル
︱
現
代
へ
の
ま
な
ざ
し
﹄﹂
(松
本

禮
二
・
佐
�
淳
二
)

五
�

六
日

會
讀
Ⅰ
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
共
和

國
の
政
治
狀
況
に
つ
い
て
﹂
⑥

(阪

本
)

會
讀
Ⅱ
・
ビ
ヨ
ー=

ヴ
ァ
レ
ン
ヌ

﹁
公
安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
①

(�
川
眞
行
)

五
�
二
〇
日

會
讀
・
ビ
ヨ
ー=

ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
﹁
公

安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
②

(�

川
)

六
�

三
日

會
讀
・
ビ
ヨ
ー=

ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
﹁
公

安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
③

(�

川
)
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六
�
一
七
日

會
讀
・
ビ
ヨ
ー=

ウ
ァ
レ
ン
ヌ
﹁
公

安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
④

(�

川
)

七
�

一
日

會
讀
・
ビ
ヨ
ー=

ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
﹁
公

安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
⑤

(�

川
)

七
�
一
五
日

會
讀
・
ビ
ヨ
ー=

ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
﹁
公

安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
⑥

(�

川
)

九
�
三
〇
日

會
讀
・
ビ
ヨ
ー=
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
﹁
公

安
委
員
會
の
獨
裁
樹
立
﹂
⑦

(�

川
)

一
〇
�
二
一
日

會
讀
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
政
治
#

德
の
諸
原
理
に
つ
い
て
﹂
①

(上
田

和
彥
)

一
一
�

四
日

會
讀
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
政
治
#

德
の
諸
原
理
﹂
②

(上
田
)

一
一
�
二
五
日

會
讀
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
政
治
#

德
の
諸
原
理
﹂
③

(上
田
)

一
二
�

二
日

會
讀
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
政
治
#

德
の
諸
原
理
﹂
④

(上
田
)

一
二
�
一
六
日

會
讀
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
﹁
政
治
#

德
の
諸
原
理
﹂
⑤

(上
田
)

�
代
日
本
と
衣
�
�
接
觸
︱
｢同
時
代
�
﹂
を
生
き
た

人
々
の
記
錄
︱

班
長

ヴ
ィ
ー
タ
︑
シ
ル
ヴ
ィ
オ

｢<
代
日
本
と
衣
�
�
接
觸
︱
｢同
時
代
�
﹂
を
生
き
た

人
々
の
記
錄
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
っ
た
二
年
閒
の
硏

究
會
の
成
果
に
立
脚
し
︑
硏
究
成
果
の
�
x
�
報
吿
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
︑
本
年
は
テ
キ
ス
ト
會
讀
と
w
料
整
理
を

中
心
と
し
た
活
動
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
<
代
日
本
を
訪
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
み
な
ら
ず
同
時
Y
に
歐
米
に
渡
っ
た

日
本
人
の
旅
を
も
對
象
に
含
め
︑
�
�
接
觸
と
Â
液
の
場

と
し
て
の
<
代
に
關
す
る
硏
究
を
�
め
た
︒

一
�
二
四
日

幕
末
�
治
初
Y
日
本
關
係
歐
�
報
吿

書
の
檢
討

一
�
二
六
日

A
ndrew

E
lliott
硏
究

報

吿

﹁
A
nglophone
T
ravelogues
and

the
Japanese
Interior,
1852-

1899﹂

二
�
一
六
日

吉
永
�
一

硏
究
報
吿
﹁
大
乘
協
會

と
そ
の
周
邊
〜
大
正
時
代
の
歐
米
人

佛
敎
徒
た
ち
﹂

二
�
二
一
日

會
讀
T
he
logbook
of
the
cap-

tain̓
s
clerk
:adventures
in
the

C
hina
seas

二
�
二
三
日

橋
本
順
光

硏
究
報
吿
﹁
エ
ド
ウ
ィ

ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
日
本
紀
行
と
そ

の
z
容
﹂

三
�

二
日

林
信
藏

硏
究
報
吿
﹁
カ
フ
ェ
を
舞

臺
と
し
た
�
學
作
品
か
ら
見
る
日
本

の
西
歐
�
︱
永
井
荷
風
を
中
心
と
し

て
﹂

四
�
二
五
日

會
讀

T
he
logbook
of
the
cap-

tain̓
s
clerk
:adventures
in
the

C
hina
seas

五
�
一
六
日

會
讀

T
he
logbook
of
the
cap-

tain̓
s
clerk
:adventures
in
the

C
hina
seas

六
�
一
三
日

會
讀

N
otes
sur
le
Japon,
la

C
hine
et
l'Inde
(C
harles
de

C
hassiron)

七
�
二
五
日

會
讀

N
otes
sur
le
Japon,
la

C
hine
et
l'Inde
(C
harles
de

C
hassiron)

九
�
二
六
日

會
讀

N
otes
sur
le
Japon,
la

C
hine
et
l'Inde
(C
harles
de

C
hassiron)

一
〇
�
一
〇
日

會

讀

H
eco,
Joseph,
T
he

N
arrative
of
a
Japanese:
W
hat

H
e
H
as
Seen
and
the
P
eople
H
e

H
as
M
et
in
the
C
ourse
of
the

L
ast
40
Y
ears
(1895)

一
一
�
二
一
日

會

讀

T
he
N
arrative
of
a

Japanese:
W
hat
H
e
H
as
Seen

and
the
P
eople
H
e
H
as
M
et
in

the
C
ourse
of
the
L
ast
40

Y
ears
(1895)

一
二
�
一
九
日

書
ú

眞
銅
正
宏
著
﹃
<
代
旅
行
記

の
中
の
イ
タ
リ
ア
﹄

彙 報
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個

人

硏
究

人
�
學
硏
究
部

�
<
代
日
本
の
�
�
O
�
硏
究

橫
山

俊
夫

<
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
法
と
政
治山

室

信
一

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
<
代
�
Z
體
の
成
立

富
永

茂
樹

<
代
&
鮮
の
政
治
と
社
會

水
野

直
樹

在
日
米
軍
を
中
心
と
す
る
軍
事
共
同
體
の
人
類
學
�
硏

究

田
中

�
一

�
學
理
論
の
硏
究

大
浦

康
介

ヴ
ェ
ー
ダ
�
獻
の
生
成
と
傳
承
の
硏
究

�
井

正
人

人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論

竹
澤

泰
子

戰
�
Y
日
本
の
工
業
�
と
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

籠
谷

直
人

<
代
天
皇
制
の
�
�
O
�
硏
究

高
木

!
志

<
代
日
本
の
藝
1
と
西
洋

高
階
繪
里
加

現
代
社
會
に
お
け
る
生
物
學
・
生
命
科
學

加
�

和
人

$
樂
に
お
け
る
ロ
マ
ン
Í
と
メ
ロ
ド
ラ
マ
�
$
樂

岡
田

曉
生

一
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
コ
ン
サ
ヴ
ァ

テ
ィ
ズ
ム

小
關

隆

<
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歷
O
叙
述
と
政
治
思
想王

寺

賢
太

幕
末
Y
の
畿
內
・
<
國
社
會

岩
城

卓
二

精
神
分
析
�
知
を
思
想
O
�
に
位
置
づ
け
る
試
み

立
木

康
介

ザ
ガ
フ
カ
ス
の
﹁
義
É
﹂
と
戰
爭

伊
�

順
二

<
代
日
本
民
俗
誌
シ
ス
テ
ム
の
硏
究

菊
地

曉

南
イ
ン
ド
に
お
け
る
ブ
ー
タ
祭
祀
に
關
す
る
人
類
學
�

硏
究

石
井

美
保

<
代
西
洋
醫
學
發
展
O
硏
究
お
よ
び
身
體
論田

中
祐
理
子

<
代
&
鮮
在
È
日
本
人
社
會
の
硏
究

李

昇
燁

<
代
詩
の
虛
/
性

久
保

昭
!

再
/
築
さ
れ
る
オ
リ
シ
ャ
崇
拜
︱
衣
な
る
﹁
人
種
・
宗

敎
﹂
を
と
り
こ
む
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
社
會
-

動
︱

小
池

郁
子

戰
閒
Y
日
本
の
大
衆
社
會
・
�
�

黑
岩

康
!

古
代
イ
ン
ド
家
庭
儀
禮
の
硏
究

梶
原
三
惠
子

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
差
衣
と
共
同
性
の
/
築

日
下

涉

q
蒙
と
�
學
︱
ア
ド
ル
ノ
美
學
に
お
け
る
﹁
人
閒
性
﹂

の
位
置
づ
け
︱

�
井

俊
之

東
方
學
硏
究
部

中
國
の
小
說
︑
演
劇
y
び
說
唱
�
學
の
歷
O金

�
京

<
代
中
國
の
綿
紡
織
業

森

時
彥

#
敎
思
想
硏
究

麥
谷

邦
夫

敦
煌
寫
本
の
言
語
O
�
硏
究

高
田

時
雄

中
國
古
代
中
世
の
法
制

冨
谷

至

淸
代
の
�
�
と
社
會

井
波

陵
一

中
國
科
學
の
思
想
O
�
考
察

武
田

時
昌

<
代
中
國
の
財
政
と
社
會

岩
井

茂
樹

先
秦
時
代
の
金
�

淺
原

�
郞

古
代
中
國
の
考
古
學
硏
究

岡
村

秀
典

イ
ス
ラ
ー
ム
東
漸
O
の
硏
究

稻
葉

穰

川
西
走
Y
の
漢
藏
諸
語
の
記
述
言
語
學
�
硏
究

池
田

巧

イ
ン
ド
・
中
國
に
お
け
る
佛
敎
の
學
1
と
實
踐

¾
山

園

�
字
コ
ー
ド
理
論

安
岡

孝
一

佛
敎
硏
究
知
識
ベ
ー
ス
︱
禪
佛
敎
を
例
と
し
て

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
︐
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン

中
國
共
產
黨
O
の
硏
究

石
川

禎
浩

秦
漢
時
代
の
制
度
O

宮
宅

�

高
麗
官
僚
制
度
硏
究

矢
木

毅

中
國
|
釋
學
O
硏
究

古
2

隆
一

華
南
沿
海
の
社
會
經
濟
制
度
の
變
容

村
上

衞

�
字
定
義
0
報
に
基
づ
く
�
書
表
現
系
に
關
す
る
硏
究

守
岡

知
彥

中
國
古
代
中
世
の
官
制
O

�
井

律
之

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
�
�
政
策
と
出
版
活
動

宮

紀
子

�
代
後
Y
北
虜
南
倭
時
代
の
中
國
社
會

山
﨑

岳

中
國
家
具
と
そ
の
使
用
に
關
す
る
硏
究

高
井
た
か
ね

中
國
�
宋
の
�
學
批
ú

永
田

知
之

中
國
中
世
の
考
古
學
硏
究

向
井

佑
介

<
代
中
國
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
政
治
シ
ン
ボ

ル

小
野
寺
O
郞

中
國
北
魏
時
代
の
佛
敎
石
窟
寺
院

安
�

\
映

六
&
隋
�
Y
の
宗
敎
硏
究

金

志
玹
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事

業

槪
況

・
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
リ
ー
ズ

(人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
一
年
五
�
︑
一
〇
�

於

本
館
共
�
一
�
義
室

政
治
を
考
え
る

五
�
一
四
日

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

市
田
良
彥

著

﹃
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

あ
る
連
結
の
哲

學
﹄
を
め
ぐ
っ
て

神
戶
大
學
國
際
�
�
學
硏
究
科
敎
X

市
田

良
彥

京
都
大
學
名
譽
敎
X

阪
上

孝

立
命
館
大
學
先
端
總
合
學
1
硏
究
科

敎
X

小
泉

義
之

司
會

王
寺

賢
太

一
〇
�
二
二
日

ト
ク
ヴ
ィ
ル

富
永
茂
樹

著
﹃
ト
ク

ヴ
ィ
ル
︱
現
代
へ
の
ま
な
ざ
し
﹄
を
め

ぐ
っ
て

富
永

茂
樹

東
京
大
學
社
會
科
學
硏
究
{
敎
X

宇
野

重
規

山
室

信
一

王
寺

賢
太

・
連
續
セ
ミ
ナ
ー

(人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
一
年
六
�
︑
七
�

於

本
館
セ
ミ
ナ
ー
室
一

生
命
・
差
衣
・
表
象

六
�
一
六
日

ア
メ
リ
カ
優
生
學
と
差
衣
の
表
象

竹
澤

泰
子

六
�
二
三
日

境
界
線
を
]
食
す
る
﹁
親
密
な
共
同

性
﹂
︱
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
表
象

と
滯
日
經
驗

日
下

涉

六
�
三
〇
日

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
硏
究
と
人
種
・
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
槪
念

加
�

和
人

七
�

七
日

醫
學
O
に
お
け
る
︿
反
對
物
の
一
致
﹀

︱
表
象
と
想
宴
力
を
考
え
る田

中
祐
理
子

七
�
二
一
日

未
來
の
生
／
性
を
映
畫
�
に
想
宴
す
る

硏
究
員

菅
野

優
香

・
夏
�
公
開
'
座

(人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
一
年
七
�
九
日

於

本
館
共
�
一
�
義
室

名
作
再
讀
﹁
#
を
語
る
﹂
︱
い
ま
讀
ん
だ
ら
こ
ん
な
に

面
白
い

(六
)

#
と
は
何
か
︱
『老
子
﹄
河
上
公
|
を
讀
む古

2

隆
一

色
#
手
引
き
を
讀
む
︱
『難
波
鉦
﹄

橫
山

俊
夫

大
衆
�
す
る
﹁
#
｣︱
飛
田
穗
洲
﹃
野
球
#
﹄
を
讀
む

黑
岩

康
!

・
第
七
回

T
O
K
Y
O
漢
籍
S
E
M
IN
A
R

二
〇
一
一
年
九
�
二
日

於

學
1
總
合
セ
ン
タ
ー

(千
代
田
區
一
ツ
橋
)

書
儀
︱
中
世
の
�
違
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

永
田

知
之

善
書
︱
華
僑
・
華
人
の
人
生
訓

山
崎

岳

日
用
類
書
︱
庶
民
生
活
の
科
學
知
識

武
田

時
昌

・
連
續
セ
ミ
ナ
ー

(人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
一
年
九
�
︑
一
〇
�

於

本
館
セ
ミ
ナ
ー
室

异
体
字
の
昿
埜

(い
た
い
じ
の
こ
う
や
)
安
岡

孝
一

九
�
一
五
日

｢国
﹂
字
攷

九
�
二
二
日

｢
閑
﹂
字
攷

九
�
二
九
日

｢葛
﹂
字
攷

一
〇
�

六
日

｢
陥
﹂
字
攷

・
特
別
セ
ミ
ナ
ー

(人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
一
年
一
一
�
一
六
日

於

本
館
大
會
議
室

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
R
世
紀
︱
歷
O
を
振
り
D
り
︑

現
在
を
考
え
る

�
師

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
硏
究
館
館
長

中
村

桂
子

大
阪
大
學
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・

セ
ン
タ
ー

敎
X

小
林

傳
司

司
會

加
�

和
人

・
�
學
カ
フ
ェ

(人
�
硏
ア
カ
デ
ミ
ー
)

二
〇
一
一
年
一
二
�
一
日

於

京
都
大
學
法
經
濟
學
部
本
館
・
法
經
第
七
敎
室

作
者
に
訊
く
︱
角
田
光
代
の
小
說
世
界

�
師

小
說
家

角
田

光
代

勤
め
人

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

千
野

_
子

司
會

岡
田

曉
生

・
東
ア
ジ
ア
人
�
�
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
'
(
會

・
二
〇
一
一
年
度
漢
籍
擔
當
職
員
�
1
會

(初
`
)

第
一
日

(一
〇
�
三
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

麥
谷

邦
夫

漢
籍
に
つ
い
て

井
波

陵
一

カ
ー
ド
の
取
り
方
︱
漢
籍
整
理
の
實
踐高

井
た
か
ね

第
二
日

(一
〇
�
四
日
)

工
具
書
に
つ
い
て

山
崎

岳

實
1
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

梶
浦

晉

漢
籍
目
錄
カ
ー
ド
作
成
實
1

彙 報
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第
三
日

(一
〇
�
五
日
)

目
錄
檢
索
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
檢
索

安
岡

孝
一

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
1
(一
)

第
四
日

(一
〇
�
六
日
)

和
刻
本
に
つ
い
て

�
學
硏
究
科
准
敎
X

宇
佐
美
�
理

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
1
(二
)

第
五
日

(一
〇
�
七
日
)

&
鮮
本
に
つ
い
て

矢
木

毅

實
1
解
說

井
波

陵
一

書
庫
見
學
・
0
報
Â
奄

井
波

陵
一

・
二
〇
一
一
年
度
漢
籍
擔
當
職
員
�
1
會

(中
`
)

第
一
日

(一
一
�
七
日
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

麥
谷

邦
夫

經
部
に
つ
い
て

古
2

隆
一

叢
書
部
に
つ
い
て

�
井

律
之

叢
書
と
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

安
岡

孝
一

第
二
日

(一
一
�
八
日
)

O
部
に
つ
い
て

宮
宅

�

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
1
(一
)

第
三
日

(一
一
�
九
日
)

子
部
に
つ
い
て

武
田

時
昌

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
1
(二
)

第
四
日

(一
一
�
一
〇
日
)

集
部
に
つ
い
て

人
閒
・
¯
境
學
硏
究
科
准
敎
X

#
謁

昭
廣

漢
籍
デ
ー
タ
入
力
實
1
(三
)

第
五
日

(一
一
�
一
一
日
)

漢
籍
關
連
サ
イ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

�
學
硏
究
科
閱
覽
掛

大
西

賢
人

實
1
解
說

井
波

陵
一

0
報
Â
奄

井
波

陵
一

{
員

動

靜

◦
李
昇
燁
助
敎
(人
�
學
硏
究
部
)
は
︑
辭
任
の
上

(三

�
三
一
日
付
)︑
佛
敎
大
學
歷
O
學
部
准
敎
X
就
任
︒

◦
籠
谷
直
人
敎
X
(人
�
學
硏
究
部
)
は
大
學
院
地
球
¯

境
學
堂
に
配
置
奄

(四
�
一
日
)︒

◦
橫
山
俊
夫
敎
X
(人
�
學
硏
究
部
)
は
大
學
院
地
球
¯

境
學
堂
よ
り
配
置
奄

(四
�
一
日
)︒

◦
岩
井
茂
樹
敎
X
(東
方
學
硏
究
部
)
を
當
硏
究
{
長
に

ä
任

(四
�
一
日
～
二
〇
一
三
年
三
�
三
一
日
)︒

◦
麥
谷
邦
夫
敎
X
(東
方
學
硏
究
部
)
を
附
屬
東
ア
ジ
ア

人
�
0
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
長
に
ä
任

(四
�
一
日
～

二
〇
一
三
年
三
�
三
一
日
)︒

◦
岩
井
茂
樹
敎
X
(東
方
學
硏
究
部
)
を
附
屬
現
代
中
國

硏
究
セ
ン
タ
ー
長
に
ä
任

(四
�
一
日
～
二
〇
一
三
年

三
�
三
一
日
)︒

◦
村
上
衞
を
准
敎
X
(東
方
學
硏
究
部
)
に
í
用

(四
�

一
日
)︒

◦
三
成
壽
作
を
特
定
硏
究
員

(科
學
硏
究
)
に
í
用

(四

�
一
日
)︒

◦
V
IT
A
,Silvio
イ
タ
リ
ア
國
立
東
方
學
硏
究
{
{
長
は
︑

客
員
敎
X
(
�
�
硏
究
創
成
硏
究
部
門
︑
四
�
一
日
～

二
〇
一
二
年
三
�
三
一
日
)︒

◦
JA
C
Q
U
E
T
,B
enoit
M
arcelM
aurice
フ
ラ
ン
ス

國
立
極
東
學
院
京
都
荏
部
長
は
︑
客
員
准
敎
X
(
�
�

硏
究
創
成
硏
究
部
門
︑
四
�
一
日
～
二
〇
一
二
年
三
�

三
一
日
)︒

◦
袁
廣
泉

大
學
共
同
利
用
機
關
法
人
人
閒
�
�
硏
究
機

/
地
域
硏
究
推
�
セ
ン
タ
ー
硏
究
員
は
︑
客
員
准
敎
X

(附
屬
現
代
中
國
硏
究
セ
ン
タ
ー
︑
四
�
一
日
～
二
〇

一
二
年
三
�
三
一
日
)︒

◦
白
井
哲
哉
を
特
定
助
敎
(
怨
學
1
領
域
硏
究
)
に
í
用

(六
�
一
日
)︒

◦
山
本
奈
津
子
を
特
定
硏
究
員

(產
官
學
連
携
)
に
í
用

(七
�
一
日
)︒

◦
永
田
知
之

(東
方
學
硏
究
部
)
助
敎
は
︑
辭
任
の
上

(九
�
三
〇
日
付
)︑
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
學
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
硏
究
{
硏
究
員
就
任
︒

◦
吉
澤
剛
を
特
任
�
師

(
怨
學
1
領
域
硏
究
)
に
í
用

(一
〇
�
一
日
)︒

◦
�
井
俊
之
を
助
敎
(人
�
學
硏
究
部
)
に
í
用

(一
二

�
一
日
)︒

外
國
人
硏
究
員

◦
PE
N
N
Y
,B
enjam
in
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
國
立
大
學

ア
ジ
ア
太
s
洋
カ
レ
ッ
ジ
�
�
・
歷
O
・
言
語
學
部
副

學
部
長

現
代
中
國
の
宗
敎
實
踐

(
�
�
生
成
硏
究
客
員
部
門
)

z
入
敎
員

田
中
敎
X

Y
閒

一
�
一
四
日
～
三
�
三
〇
日

◦
朱

岩
石

中
央
民
族
大
學
民
族
學
與
社
會
學
學
院
客

座
敎
X

東
ア
ジ
ア
初
Y
佛
敎
寺
院
の
硏
究
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(
�
�
連
關
硏
究
客
員
部
門
)

z
入
敎
員

岡
村
敎
X

Y
閒

一
�
二
四
日
～
七
�
二
三
日

◦
SPE
C
T
O
R
,C
éline
ボ
ル
ド
ー
第
三
大
學
哲
學
科

准
敎
X

｢正
義
感
覺
﹂
槪
念
の
生
成
と
用
法

(
�
�
生
成
硏
究
客
員
部
門
)z

入
敎
員

王
寺
准
敎
X

Y
閒

四
�
一
五
日
～
七
�
一
五
日

◦
H
A
D
O
LT
,
B
ernhard
D
epartm
ent
of
Social

and
C
ultural
A
nthropology,
U
niversity
of

V
ienna

臨
床
Q
傳
學
の
�
�
人
類
學
�
硏
究

(
�
�
生
成
硏
究
客
員
部
門
)

z
入
敎
員

田
中
敎
X

Y
閒

七
�
二
〇
日
～
一
〇
�
二
〇
日

◦
胡

令
3

復
旦
大
學
日
本
硏
究
セ
ン
タ
ー
敎
X

副

{
長

戰
後
に
お
け
る
中
日
�
�
Â
液
と
そ
れ
が
中
日
關
係
に

y
ぼ
し
た
影
J

(
�
�
連
關
硏
究
客
員
部
門
)

z
入
敎
員

山
室
敎
X

Y
閒

七
�
二
五
日
～
二
〇
一
二
年
一
�
二
〇
日

◦
陳

松
長

湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
副
院
長

敎
X

占
1
理
論
の
日
中
比
�
硏
究

(
�
�
生
成
硏
究
客
員
部
門
)

z
入
敎
員

武
田
敎
X

Y
閒

一
〇
�
二
四
日
～
二
〇
一
二
年
一
�
二
三
日

招
聘
外
國
人
學
者

◦
金

仲
燮

慶
尙
大
學
敎
X

日
本
の
被
差
別
部
落
と
韓
國
の
白
丁
の
比
�
硏
究

z
入
敎
員

竹
澤
敎
X

Y
閒

一
�
六
日
～
一
二
�
三
一
日

◦
ST
E
G
E
W
E
R
N
S,D
ick
オ
ス
ロ
大
學
�
學
部
�
�

硏
究
東
洋
言
語
學
科
准
敎
X

戰
爭
の
再
演
：
戰
後
日
本
戰
爭
映
畫
に
お
け
る
自
己
と

他
者
の
表
現

z
入
敎
員

水
野
敎
X

Y
閒

一
�
一
七
日
～
一
二
�
一
六
日

◦
M
E
T
ZLE
R
,M
ark
テ
キ
サ
ス
大
學
歷
O
學
部
准
敎

X一
九
世
紀
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
の
大
不
況

z
入
敎
員

籠
谷
敎
X

Y
閒

一
�
二
一
日
～
二
〇
一
二
年
八
�
二
〇
日

◦
A
PP,U
rs
E
rw
in
イ
タ
リ
ア
國
立
東
方
學
硏
究
{

硏
究
員

一
七
世
紀
に
お
け
る
中
國
の
宗
敎

z
入
敎
員

ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン
准
敎
X

Y
閒

六
�
一
日
～
二
〇
一
二
年
五
�
三
一
日

◦
馮

瑋

復
旦
大
學
歷
O
系
敎
X

融
和
と
衝
突
：
東
ア
ジ
ア
の
西
學
の
變
容
︱
日
本
西
學

を
中
心
に

z
入
敎
員

山
室
敎
X

Y
閒

八
�
一
日
～
一
〇
�
二
〇
日

◦
王

也
揚

中
國
社
會
科
學
院
<
代
O
硏
究
{
硏
究
員

東
ア
ジ
ア
共
同
體
と
民
族
Z
義
問
題z

入
敎
員

森
敎
X

Y
閒

九
�
六
日
～
二
〇
一
二
年
九
�
五
日

◦
E
M
M
E
R
IC
H
,R
einhard
H
einz
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

大
學
東
ア
ジ
ア
硏
究
{
敎
X

白
居
易
・
元
稹
の
[
・
策
に
關
す
る
硏
究

z
入
敎
員

冨
谷
敎
X

Y
閒

一
〇
�
一
五
日
～
一
二
�
一
三
日

◦
彭

劍

華
中
師
範
大
學
<
代
O
硏
究
{
副
敎
X

辛
亥
革
命
の
硏
究

z
入
敎
員

森
敎
X

Y
閒

一
〇
�
二
五
日
～
一
二
�
一
日

外
國
人
共
同
硏
究
者

◦
SC
H
E
R
R
M
A
N
N
,Sylke
U
lrike

靑
島
舊
藏
ド
イ
ツ
語
�
獻
中
の
法
制
關
係
w
料
の
�
査

z
入
敎
員

岩
井
敎
X

Y
閒

二
〇
一
〇
年
五
�
一
日
～
二
〇
一
三
年
三
�
三

一
日

(繼
續
)

◦
薛

�

華
東
師
範
大
學
歷
O
系
!
士
課
�

江
戶
時
代
の
日
中
關
係
O

z
入
敎
員

岩
井
敎
X

Y
閒

二
〇
一
〇
年
一
一
�
八
日
～
五
�
三
一
日

(繼

續
)︑
九
�
五
日
～
一
〇
�
三
一
日

◦
陳

越

國
家
留
學
基
金
管
理
委
員
會
・
浙
江
理
工
大

學中
國
人
留
學
生
の
�
譯
活
動
と
日
中
語
彙
Â
液
O
硏
究

z
入
敎
員

山
室
敎
X

Y
閒

三
�
一
日
～
八
�
三
一
日

◦
H
A
A
G
,A
ndre
R
obert
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
學
大

學
院
!
士
課
�
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<
代
日
本
メ
デ
ィ
ア
と
�
學
に
お
け
る
﹁
不
f
鮮
人
﹂

宴
お
よ
び
&
鮮
の
抗
日
-
動
に
對
す
る
¡
識

z
入
敎
員

水
野
敎
X

Y
閒

四
�
一
日
～
九
�
一
日

◦
T
O
D
E
SC
H
IN
I,A
lberto
イ
タ
リ
ア
國
立
東
方
學

硏
究
{
硏
究
員

A
bhidharm
asam
uccaya̓
s
vadaviniscaya
の
英

譯
と
比
�
硏
究

z
入
敎
員

¾
山
敎
X

Y
閒

四
�
一
日
～
六
�
三
〇
日

◦
李

大
和

円
國
大
學
校
韓
國
臺
灣
比
�
O
硏
究
{
硏

究
員

�
治
日
本
と
%
民
地
&
鮮
に
お
け
る
地
籍
y
び
戶
籍
制

度
硏
究

z
入
敎
員

水
野
敎
X

Y
閒

四
�
二
二
日
～
二
〇
一
二
年
三
�
三
一
日

◦
段

江
麗

北
京
語
言
大
學
人
�
科
學
硏
究
{
學
院
敎

X�
淸
小
說
の
日
本
に
お
け
る
傳
播
と
z
容

z
入
敎
員

金
敎
X

Y
閒

九
�
一
五
日
～
二
〇
一
三
年
九
�
一
四
日

◦
李

侑
儒

國
立
政
治
大
學
歷
O
硏
究
{
!
士
課
�

中
國
"
淸
時
代
に
お
け
る
外
來
�
物
+
容
の
硏
究

z
入
敎
員

岩
井
敎
X

Y
閒

八
�
九
日
～
八
�
三
一
日

◦
D
E
LILL
E
m
m
anuel
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
佛
獨
社

會
科
學
硏
究
{
硏
究
員

社
會
恐
怖
の
醫
學
思
想
O
に
向
け
て
−
二
〇
世
紀
の
日

佛
比
�
硏
究

z
入
敎
員

立
木
准
敎
X

Y
閒

九
�
二
九
日
～
二
〇
一
二
年
四
�
三
〇
日

外
國
人
硏
究
生

◦
金

�

歸
�
し
た
在
日
中
國
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成

と
あ
り
方

z
入
敎
員

田
中
敎
X

Y
閒

二
〇
一
〇
年
四
�
一
日
～
二
〇
一
二
年
三
�
三

一
日

(繼
續
)

◦
à

顥
璐

現
代
に
生
き
る
日
本
の
傳
瓜
行
事z

入
敎
員

田
中
敎
X

Y
閒

二
〇
一
〇
年
一
〇
�
一
日
～
二
〇
一
二
年
三
�

三
一
日

(繼
續
)

◦
T
A
JA
N
,N
icolas

社
會
�
ひ
き
こ
も
り
の
日
佛
比
�
硏
究

z
入
敎
員

立
木
准
敎
X

Y
閒

四
�
一
日
～
二
〇
一
二
年
三
�
三
一
日

◦
張

詩
雋

｢夜
ô
い
﹂
�
�
に
つ
い
て

z
入
敎
員

田
中
敎
X

Y
閒

五
�
一
日
～
二
〇
一
二
年
三
�
三
一
日

出

版

物

紀
,東

方
學
報

八
六
册

(紀
M
第
一
六
八
册
)

二
〇
一
一
年
八
�
三
一
日
刊

東
洋
學
�
獻
類
目
二
〇
〇
八
年
度

二
〇
一
一
年
三
�
二
八
日
刊

ZIN
B
U
N
num
ber
四
二

二
〇
一
一
年
三
�
刊

人
�
學
報

第
一
〇
〇
號

(紀
M
第
一
六
六
册
)

二
〇
一
一
年
三
�
三
一
日
刊

人
�
學
報

第
一
〇
一
號

(紀
M
第
一
六
七
册
)

二
〇
一
一
年
三
�
三
〇
日
刊

硏
究
報
吿
そ
の
他

陰
陽
五
行
の
サ
イ
エ
ン
ス

武
田
時
昌
(

二
〇
一
一
年
二
�
二
五
日
刊

三
敎
Â
涉
論
叢
績
(

麥
谷
邦
夫
(

二
〇
一
一
年
三
�
二
二
日
刊

コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン

第
四
號

二
〇
一
一
年
三
�
二
四
日
刊

東
方
學
w
料
叢
刊

第
一
九
册

二
〇
一
一
年
三
�
二
八
日
刊

｢敦
煌
寫
本
硏
究
年
報
﹂
第
五
號

西
陲
發
現
中
國
中
世
寫
本
硏
究
班

高
田
時
雄
(

二
〇
一
一
年
三
�
三
一
日
刊

{
報
人
�

第
五
八
號

二
〇
一
一
年
六
�
三
〇
日
刊

東
洋
學
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用

第
二
二
回
硏
究
セ

ミ
ナ
ー

(二
〇
一
一
年
三
�
一
八
日
實
施
)

二
〇
一
一
年
三
�
一
八
日
刊
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